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は
じ
め
に

古
代
の
陸
奥
・
出
羽
両
国
は
、
他
の
一
般
諸
国
と
異
な
り
辺
境
支
配
を
担

う
国
と
し
て
、
地
域
社
会
か
ら
の
収
奪
の
成
果
を
現
地
で
の
蝦
夷
支
配
・
辺

境
政
策
に
充
て
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た）

1
（

。
も
ち
ろ
ん
他
国
で
は
調
達
が

難
し
い
特
産
品
な
ど
は
、
奥
羽
両
国
か
ら
平
城
京
・
平
安
京
に
貢
納
さ
れ
て

い
た
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
家
財
政
と

し
て
の
運
用
と
い
う
点
で
は
、
奥
羽
両
国
の
収
税
物
は
あ
く
ま
で
辺
境
支
配

の
基
盤
と
し
て
運
用
さ
れ
、
中
央
財
政
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
は
、
他
国
に

比
べ
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
陸
奥
特
有
の
調
庸

品
目
で
あ
る
「
狭
布
」
は
、
こ
う
し
た
陸
奥
出
羽
の
国
家
財
政
上
の
位
置
づ

け
を
象
徴
的
に
表
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
そ
う
し
た
中
で
絹
は
、
八
・
九
世
紀
の
奥
羽
の
史
料
に
ほ
と
ん
ど

出
て
こ
な
い
が
、
十
世
紀
以
降
に
わ
か
に
、
中
央
の
需
要
に
応
じ
て
送
ら
れ

る
主
要
な
貢
納
物
と
し
て
、
馬
や
金
と
並
ん
で
登
場
し
て
く
る
。
馬
や
金
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
奥
羽
の
特
産
品
と
し
て
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
奥

羽
の
絹
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
研
究
は
少
な
く
、
本
稿
で
あ
え
て
取
り
上
げ

て
み
よ
う
と
す
る
の
も
こ
の
点
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
先
行
研
究
で
こ
の
問
題
が
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
大
き
く
進
展
し
た
、
十
〜
十
一
世
紀
に
か

け
て
の
国
家
財
政
変
容
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、奥
羽
の
絹
は
、「
臨
時
交
易
」

と
よ
ば
れ
る
こ
の
時
期
特
有
の
財
政
政
策
の
問
題
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
先
駆
的
な
研
究
が
長
沢
洋
氏
の
研
究）

2
（

で
あ
る
。
氏
は
日
記
資
料
を

中
心
に
十
・
十
一
世
紀
の
「
臨
時
交
易
」
絹
・
布
と
み
ら
れ
る
事
例
を
網
羅

的
に
検
討
す
る
中
で
、
そ
れ
を
『
延
喜
式
』
等
に
見
ら
れ
る
交
易
雑
物
制
と

は
区
別
さ
れ
る
独
自
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
と
ら
え
、
①
特
定
の
用
途
の
た

め
に
課
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
②
蔵
人
所
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
内

廷
用
の
財
源
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
③
『
別
聚
符
宣
抄
』
所
載
の
天
禄
二
年
七

月
十
九
日
太
政
官
符
が
こ
の
「
臨
時
交
易
」
の
事
例
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
④

十
一
世
紀
初
頭
に
は
年
料
化
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
点
を
指
摘
し
た
。
ま

た
大
津
透
氏
は
、
長
沢
氏
の
研
究
も
踏
ま
え
つ
つ
平
安
中
期
に
お
け
る
国
家

財
政
の
変
容
過
程
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
通
し
を
提
示）

3
（

、
十

世
紀
半
ば
に
見
ら
れ
る
全
国
的
規
模
で
の
「
臨　

時
交
易
」
は
十
世
紀
末
以

平
安
中
期
陸
奥
・
出
羽
の
貢
納
制
と
絹

永
　
田
　
英
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降
に
は
国
家
行
事
な
ど
に
際
し
そ
の
都
度
用
途
に
応
じ
て
料
物
を
国
々
に
賦

課
す
る
「
臨
時
召
物
」
へ
と
転
換
す
る
な
か
、
陸
奥
出
羽
や
大
宰
府
な
ど
の

辺
境
地
域
で
の
み
年
料
化
し
が
残
さ
れ
た
、
と
さ
れ
た
。

本
稿
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
臨
時
交
易
」
制
度
に
お
け
る
絹

貢
納
で
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
が
他
国
に
比
べ
極
め
て
多
額
の
貢
納
額
を
負
担

し
、ま
た
最
も
遅
く
ま
で
こ
の
制
度
を
継
続
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
な
、
八
・
九
世
紀
の
税
制
・
貢
納
制
に
お
け
る
陸
奥
出
羽
が
国

家
財
政
の
基
盤
と
し
て
果
た
し
た
役
割
と
比
べ
る
と
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な

変
化
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
一
点
重
要
な
の
が
、平
安
中
期
の
国
家
・
社
会
に
お
い
て「
絹
」

が
果
た
し
た
独
特
の
役
割
に
注
目
し
た
梅
村
喬
・
三
上
喜
孝
氏
ら
の
研
究
で

あ
る）

4
（

。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
、
平
安
中
期
の
奥
羽
の

絹
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　
十
世
紀
の
臨
時
交
易
制
と
陸
奥
・
出
羽
の
絹

（
1
）
天
禄
二
年
官
符
の
分
析

最
初
に
『
別
聚
符
宣
抄
』
所
載
の
天
禄
二
年
（
九
七
一
）
七
月
十
九
日
太

政
官
符
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
官
符
に
つ
い
て
は
既
に
十
〜
十
一
世
紀

の
国
家
財
政
の
変
容
を
知
る
素
材
と
し
て
、
あ
る
い
は
平
安
中
期
に
お
け
る

絹
貢
納
の
拡
大
を
示
す
資
料
と
し
て
多
く
の
先
学
に
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の

だ
が）

5
（

、
陸
奥
・
出
羽
の
絹
貢
納
と
の
関
わ
り
か
ら
そ
の
位
置
づ
け
を
考
え
て

み
た
い
。

〔
史
料
一
〕『
別
聚
符
宣
抄
』
天
禄
二
年
七
月
十
九
日
太
政
官
符

太
政
官
符
大
和
国
司
八
月
以
前

　

応
三
早
速
舂
＿二

進
米
百
五
十
斛
一
事

備
後
国
三
百
斛　

 
 

備
中
国
三
百
斛　
　

播
磨
国
四
百
斛

美
作
国
二
百
斛　

 
 

若
狭
国
百
斛　
　
已
上
九
月
以
前

能
登
国
二
百
斛　

 
 

周
防
国
三
百
斛　
　

長
門
国
百
斛

伊
豫
国
四
百
斛　

 
 

土
左
国
百
五
十
斛　

河
内
国
百
五
十
斛

摂
津
国
百
五
十
斛 

 

和
泉
国
七
十
斛

太
政
官
符
尾
張
国
司
例
交
易
百
六
十
疋
内
精
好
八
月
以
前

　

応
三
早
速
交
易
進
＿二

上
絹
六
十
疋
一  

事   

伯
耆
国
絹
六
十
疋
別
納
租
穀
充
遣
若
新
委
不
動
穀

　

但
馬
国
絹
八
十
疋
当
年
調
絹
内
精
好
十
月
以
前

陸
奥
国
絹
三
千
疋
十
一
月
以
前　

出
羽
国
絹
千
疋
十
一
月
以
前

上
総
国
絹
百
廿
疋　
　
　
　

常
陸
国
絹
二
百
疋

太
政
官
符
相
模
国
司

　

応
三
早
速
交
易
進
＿二

上
調
布
百

（
マ
マ
）千
二
百
端
一  

事   

武
蔵
国
調
布
二
千
端　

下
総
国
千
五
百
端　
　

下
野
国
五
百
端
以
上
六
箇
国

十
月
以
前

備
前
国
絹
二
百
疋　
　

駿
河
国
調
布
千
端　
　

伊
豆
国
調
布
八
百
端

信
濃
国
調
布
千
端　
　
已
上
四
箇
国
八
月
以
前

美
濃
国
絹
百
疋　
　
　

阿
波
国
絹
五
十
疋　
　
已
上
二
箇
国
同
八
月

伊
賀
国
絹
卅
疋　
　
　

参
河
国
絹
六
十
疋　
　

越
前
国
絹
百
疋

丹
後
国
絹
六
十
疋　
　

紀
伊
国
絹
百
疋　
　
　
已
上
五
箇
国
八
月
以
前

甲
斐
国
絹
八
十
疋　
　

加
賀
国
絹
六
十
疋　
　
已
上
二
箇
国
九
月
以
前

越
後
国
絹
五
十
疋　

調
布
三
千
端
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佐
渡
国
調
布
二
千
端　

出
雲
国
絹
六
十
疋　
已
上
三
箇
国
十
月
以
前

上
野
国
絹
百
疋

太
政
官
符
大
宰
府

　

応
三
早
速
舂
＿二

進
米
二
千
斛
一
事

筑
前
国
四
百
斛　
　
　

筑
後
国
二
百
斛　
　
　

肥
前
国 

二
百
斛 

肥
後
国
三
百
斛　
　
　

豊
前
国
三
百
五
十
斛

豊
後
国
二
百
五
十
斛　

日
向
国
三
百
斛　
　
已
上
十
一
月
以
前

太
政
官
符
讃
岐
国
司

　

応
三
早
速
進
＿二

上
当
年
庸
米
二
百
斛
一  

事   

安
芸
国
年
料
米
百
斛
十
月
以
前　
　

近
江
国
舂
米
二
百
斛

太
政
官
符
丹
波
国
司　
　
　

 

　
　

因
幡
国
絹
二
百
疋

　

応
二
早
速
交
易
進
上
一
絹
卅
疋  

事   
 

右
右
大
臣
宣
。
奉　

勅
、
件
絹
為
レ
充
二
国
用
一
所
レ
仰
如
レ
件
。
宜
下
仰
二

国
宰
一
来
十
月
以
前
依
レ
数
交
易
、
別
差
二
幹
了
綱
丁
一
早
速
進
上
上
。
其
料

用
二
正
税
一
。
無
二
正
税
用
残
一
充
二
不
動
穀
一
、且
申
開
用
、且
以
交
易
進
納
。

若
過
二
其
期
一
、
不
レ
勤
二
進
納
一
、
不
レ
理
二
国
宰
申
請
一
者
。
国
宜
承
知
依
レ

宣
行
レ
之
。
仍
須
三
長
官
専
＿二

当
其
事
一
。
殊
致
二
勤
節
一
、
不
レ
得
二
懈
惰
一
。

符
到
奉
行
。

右
大
弁
源
朝
臣　
　
　

 

　
　
　
　

左
大
史
坂
合
部
宿
禰

　
　
　

天
禄
二
年
七
月
十
九
日

『
別
聚
符
宣
抄
』
は
お
お
む
ね
天
暦
年
間
頃
ま
で
の
官
符
・
宣
旨
等
を
収

録
す
る
法
令
集
だ
が
、
こ
の
官
符
は
同
書
の
中
で
最
も
遅
い
年
紀
を
も
つ
官

符
で
、
し
か
も
後
述
す
る
永
宣
旨
料
物
に
関
す
る
天
禄
元
年
官
符
と
共
に
、

他
の
資
料
と
は
や
や
孤
立
し
て
離
れ
た
年
代
を
持
つ）

6
（

。
そ
の
書
様
も
天
禄
元

年
官
符
と
と
も
に
、
実
際
に
は
多
数
の
国
に
あ
て
て
個
別
に
出
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
官
符
の
内
容
を
適
宜
節
略
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
大
和
・
尾
張
・
相

模
・
讃
岐
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
舂
米
・
絹
・
布
・
庸
米
の
代
表
例
と
し
て
事

書
き
ま
で
を
記
し
、
ま
た
管
内
七
国
分
を
ま
と
め
た
大
宰
府
を
挙
げ
、
最
後

に
丹
波
国
司
分
の
み
、
お
そ
ら
く
全
体
の
代
表
例
と
し
て
、
本
文
（
事
実
書
）

を
挙
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
表
1
参
照
）。

さ
て
、
こ
の
官
符
の
内
容
に
つ
い
て
基
本
的
な
特
色
を
整
理
す
る
と
き
注

目
さ
れ
る
の
が
、
対
象
国
の
範
囲
の
広
範
さ
と
、
貢
納
を
命
じ
る
品
目
の
少

な
さ
で
あ
る
。対
象
国
は
畿
内
七
道
諸
国
の
五
四
か
国
と
広
範
囲
に
わ
た
り
、

全
国
的
な
貢
納
命
令
と
い
っ
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。一
方
で
品
目
は
、布
・
米
・

絹
の
三
種
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
全
国
的
に
賦
課
さ
れ
る
調
や
交

易
雑
物
（『
延
喜
式
』）、
地
子
交
易
物
（『
別
聚
符
宣
抄
』
延
喜
十
四
年
八
月

二
十
五
日
官
符
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
品
目
の
乏
し
さ
・
統
一
性
は
明
白

だ
ろ
う
。

品
目
の
少
な
さ
と
い
う
点
に
注
目
す
る
と
き
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

は
、
こ
れ
ら
の
品
目
が
も
つ
「
現
物
貨
幣
」
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
布

が
八
世
紀
の
段
階
か
ら
代
表
的
な
現
物
貨
幣
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
が）

7
（

、
十
世
紀
に
な
る
と
さ
ら
に
米
や
絹
が

現
物
貨
幣
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る）
8
（

。
実
際
こ
れ
ら
は
十
世
紀
以
降
禄
の
主
要
品
目
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り

天
禄
二
年
官
符
は
、
当
該
時
期
の
「
現
物
貨
幣
」
の
代
表
的
品
目
を
全
国

か
ら
か
き
集
め
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

米
・
布
・
絹
と
い
う
品
目
の
各
国
へ
の
割
り
振
り
を
『
延
喜
式
』
に
お
け

る
調
庸
や
交
易
雑
物
の
品
目
と
比
較
す
る
と
、
た
と
え
ば
布
（
調
布
）
を
貢
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納
す
る
駿
河
・
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
・
下
総
・
信
濃
・
下
野
・
越
後
・
佐
渡

の
九
箇
国
（
越
後
は
絹
も
）
は
『
延
喜
式
』
の
調
・
庸
・
中
男
作
物
・
交
易

雑
物
布
（
地
域
特
有
の
布
を
含
む
）
の
貢
納
国
と
重
な
り
、
絹
（
二
十
二
ヶ

国
）
の
場
合
も
、陸
奥
・
出
羽
を
の
ぞ
く
二
十
か
国
の
う
ち
十
六
ヶ
国
が
『
延

喜
式
』
で
交
易
雑
物
（
お
よ
び
調
）
と
し
て
絹
を
貢
納
し
、
ま
た
残
り
の
四

国
（
甲
斐
・
上
総
・
常
陸
・
上
野
）
も
絁
を
貢
納
（
調
・
交
易
雑
物
）
し
て

い
る
。

米
も
、畿
内
と
大
宰
管
内
諸
国
以
外
は
、『
延
喜
式
』
に
お
け
る
年
料
舂
米
・

年
料
別
納
租
穀
・
庸
米
輸
納
国
に
重
な
る
。
畿
内
の
場
合
調
庸
な
ど
の
税
の

品
目
と
し
て
米
は
見
え
な
い
が
各
国
で
生
産
さ
れ
た
米
が
別
の
様
々
な
形
で

京
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大
宰
府
の
貢
納
物
に

米
が
な
い
こ
と
は
、
八
・
九
世
紀
に
は
軍
事
的
理
由
で
管
内
の
米
を
大
宰
府

管
内
の
外
に
出
す
こ
と
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り）

9
（

、
一
方
で
西
海
道

米
を
私
米
と
し
て
京
に
送
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
よ
う
に
、
米
の

生
産
と
京
へ
の
流
通
は
非
公
式
に
行
わ
れ
て
い
た）

10
（

。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
官

符
で
各
国
に
賦
課
さ
れ
た
品
目
は
、
基
本
的
に
は
九
世
紀
以
来
そ
の
地
域
で

生
産
・
流
通
さ
れ
て
い
る
品
目
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
表
1
）。
こ
の
こ
と
は
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
事
情
を
考
え
る
上
で
も
留
意

す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
に
も
改
め
て
触
れ
た
い
。

貢
進
の
期
日
の
あ
り
方
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
お
お
ま
か

に
整
理
す
る
と
、
米
と
絹
・
布
各
々
①
八
月
以
前
②
九
月
以
前
③
十
月
以
前

④
十
一
月
以
前
の
期
日
が
設
定
さ
れ
い
ず
れ
も
早
急
な
貢
納
が
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
調
庸
や
交
易
雑
物
の
貢
納
は
、
貢
調
使
に
付
け
て
行
わ

れ
る
原
則
で
、
令
の
規
定
で
は
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
納
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
し
、
ま
た
年
料
舂
米
は
二
月
・
四
月
・
六
月
・
八
月
が
納

期
と
さ
れ
て
い
る
。
天
禄
二
年
官
符
は
こ
れ
ら
と
は
全
く
別
の
納
期
を
設
定

し
、
必
要
物
資
の
早
急
な
調
達
を
図
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
に
記
さ
れ
た
丹
波
国
司
あ
て
の
事
実
書
に
は
「
其
料
用
二

正
税
一
、
無
二
正
税
用
残
一
充
二
不
動
穀
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
品

目
は
正
税
な
い
し
不
動
穀
を
財
源
と
し
た
交
易
で
ま
か
な
う
原
則
で
あ
っ
た

と
み
て
良
い
。
官
符
の
中
に
は
た
と
え
ば
尾
張
国
（
六
十
疋
）
の
「
例
交
易

百
六
十
疋
内
精
好
」、
但
馬
の
「
当
年
調
絹
内
精
好
」
の
よ
う
に
、
交
易
雑

物
や「
当
年
調
」を
充
て
る
と
す
る
国
も
散
見
さ
れ
る
。
讃
岐
国
の
米
が「
庸

米
」
と
さ
れ
、
安
芸
が
「
年
料
米
」
と
あ
る
の
も
、
同
様
と
見
て
良
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
は
、
官
符
で
の
貢
納
分
を
、
新
規
の
正
税
や
不
動
穀
を
立
用
せ

ず
式
数
の
交
易
雑
物
や
調
、
年
料
舂
米
の
一
部
と
し
て
処
理
す
る
と
い
う
意

味
と
見
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
国
だ
け
そ
の
よ
う
な
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

正
税
や
不
動
穀
の
状
況
に
対
応
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
世
紀
後
半

に
は
調
庸
雑
物
や
年
料
米
の
未
進
が
慢
性
化
す
る
中
で
正
蔵
率
分
制）

11
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や
永
宣

旨
料
物
制
な
ど
年
料
分
の
一
部
の
み
を
切
り
取
っ
て
優
先
的
に
別
納
さ
せ
る

政
策
が
取
ら
れ
て
い
る）

12
（

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
も
同
様
に
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
税
目
に
は
「
ば
ら
つ

き
」
が
あ
る
の
は
、
各
国
の
事
情
に
合
わ
せ
て
ど
の
律
令
税
目
・
財
源
を
当

て
は
め
る
か
を
調
整
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
現
実
の
貢
納
で
は
そ
の
違

い
に
殆
ど
意
味
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
応
律
令
制
の
税
目
や
財

源
と
の
紐
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
要
は
「
国
用
」
に
充
て
る
た
め

の
所
定
の
絹
・
布
・
米
が
調
達
出
来
さ
せ
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

意
味
で
新
し
い
枠
組
み
で
の
貢
納
制
と
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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（
2
）「
臨
時
交
易
」「
臨
時
舂
米
」
の
成
立

天
禄
二
年
官
符
の
歴
史
的
意
味
は
、
そ
の
前
後
の
時
期
に
お
け
る
絹
・
布
・

米
貢
納
の
あ
り
方
の
中
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
先
ず
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
十
世
紀
前
半
の
延
長
年
間
か
ら
確
認
で
き
る
「
臨

時
交
易
」「
臨
時
舂
米
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
は
史
料
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
承
平
元
年
（
九
三
一
）
の
『
貞
信
公
記
』
の
記
事
を
分
析
す
る
。

〔
史
料
二
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
正
月
二
十
八
日
条

 

中
宮
大
夫
来
仰
二
宣
旨
一
。
臨
時
交
易
絹
進
未
、
又
可
レ
舂
レ
米
国
等
勘
事
、

仰
二
左
中
弁
一
。

〔
史
料
三
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
二
月
一
四
日
条

 

左
中
弁
来
、（
中
略
）
又
可
二
臨
時
交
易
一
国
々
書
出
可
レ
進
事
、仰
二
同
弁
一
。

（
後
略
）

〔
史
料
四
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
二
月
二
十
日
条

 

有
官
奏
、
公
忠
朝
臣
、
去
年
依
二
怱
用
一
所
レ
仰
二
国
国
一
在
下
絹
布
宣
旨
、

不
レ
待
二
民
部
勘
一
、
見
物
可
レ
行
状
、
公
忠
朝
臣
申
仰
了 

〔
史
料
五
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
二
月
二
十
七
日
条

 

左
大
弁
来
、
令
レ
見
二
可
レ
舂
レ
米
国
国
不
動
穀
勘
文
一
、
即
仰
下
可
レ
令
レ
舂
二 

二
千
石
米
一
之
状
上
、
又
左
中
弁
来
覧
二
臨
時
交
易
絹
勘
文
一

〔
史
料
六
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
三
月
四
日
条

左
大
弁
来
、
定
舂
二
米
穀
三
千
石
一
也
、

〔
史
料
七
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
四
月
三
日
条

有
官
奏
。
公
忠
朝
臣
。
左
大
弁
来
。
有
伊
豫
調
丁
事
、賀
茂
社
修
理
等
事
、

又
大
宰
舂
米
可
レ
給
二
責
符
一
事

〔
史
料
八
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
元
年
四
月
二
十
三
日
条

右
中
弁
来
、
有
二
院
御
消
息
一
、
大
宰
舂
米
・
寛
校
〔
救
〕
挙
状
等
也
、

〔
史
料
九
〕『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
（
九
三
二
）
六
月
八
日
条

公
忠
朝
臣
来
令
レ
見
二
讃
岐
介
済
茂
臨
時
交
易
絹
・
舂
米
違
期
進
納
過
状
一
。

仰
云
、
仰
二
官
与
傍
国
司
一
過
状
取
集
。
可
レ
令
三
法
家
＿二

勘
申
所
当
罪
一
者
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
、
史
料
五
の
、
弁
官
が
も
た
ら
し
た
「
可
舂
米
国

国
不
動
穀
勘
文
」「
臨
時
交
易
絹
勘
文
」
を
忠
平
が
覧
た
と
い
う
記
事
。
こ

の
う
ち
前
者
は
史
料
二
の
「
可
レ
舂
レ
米
国
等
勘
事
」、
後
者
は
史
料
三
の
「
可
二 

臨
時
交
易
一
国
々
書
出
可
レ
進
事
」
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
、
つ
ま
り
こ
こ

で
は
「
舂
米
」「
臨
時
交
易
絹
」
を
充
て
行
う
国
々
に
つ
い
て
調
査
・
選
定

が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
国
名
や
規
模
は
全
く
不
明
だ

が
、
舂
米
に
つ
い
て
は
、
史
料
五
・
六
に
み
え
る
二
〜
三
千
石
を
天
禄
二
年

官
符
に
お
け
る
米
貢
納
国
（
大
宰
府
を
除
く
）
の
平
均
賦
課
額
（
二
〇
〇
斛

強
）
で
割
る
と
一
〇
〜
一
五
か
国
程
度
と
な
り
、
天
禄
官
符
よ
り
は
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
あ
る
程
度
の
数
の
国
々
に
宛
が
わ
れ
た
と
考
え
て
良
い
で

あ
ろ
う
。
同
様
に
『
貞
信
公
記
』
天
慶
二
年
三
月
十
七
日
条
に
「
左
大
弁
来
。

諸
国
臨
時
舂
米
事
云
々
。」
と
あ
る
の
も
諸
国
に
舂
米
進
上
を
指
示
し
て
い

る
例
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
た
史
料
九
の
「
讃
岐
介
済
茂
臨
時
交
易
絹
・
舂
米
違
期
進
納
過
状
」
か

ら
は
、「
臨
時
交
易
絹
・
舂
米
」
が
貢
納
期
日
を
設
定
し
て
絹
・
舂
米
を
貢

納
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
ま
た
天
禄
二
年
官
符
に

み
ら
れ
る
貢
納
制
の
特
色
と
通
じ
る
。

ま
た
史
料
七
・
八
に
み
え
る
「
大
宰
舂
米
」
に
も
注
目
し
た
い
。
史
料
七

の
「
責
符
」
は
大
宰
府
の
舂
米
貢
納
に
何
ら
か
の
問
題
（
違
期
・
粗
悪
な
ど
）

が
あ
っ
た
こ
と
を
譴
責
す
る
官
符
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
大
宰
府
舂
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米
の
貢
納
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
前
掲
天
禄
二
年
官
符
に
も
や

は
り
大
宰
府
管
内
か
ら
の
米
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
大
宰
府
か
ら
の

舂
米
貢
納
は
『
貞
信
公
記
』
延
長
五
年
（
九
二
七
）
七
月
一
四
日
条
に
「
可
レ 

催
二
大
宰
一
舂
米
事
、
臨
時
交
易
絹
事
、
仰
二
右
大
弁
一
。」
と
み
え
る
の
が
初

見
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
大
宰
府
の
米
は
九
世
紀
に
お
い
て
も
府
官
や
管

内
国
司
の
公
廨
、
位
禄
等
を
除
い
て
は
や
は
り
出
米
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

延
長
五
年
に
初
見
す
る
「
大
宰
舂
米
」
の
京
進
命
令
は
、
十
世
紀
段
階
の
新

た
な
動
き
で
あ
る）

13
（

。
し
か
も
そ
れ
が
「
臨
時
交
易
絹
」
と
セ
ッ
ト
で
登
場
す

る
こ
と
も
ま
た
、
天
禄
二
年
官
符
に
通
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
見
て
も
、
天
禄
二
年
官
符
は
長
沢
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
十
世
紀
前
半
の
『
貞
信
公
記
』
に
み
ら
れ
る
多
数
の
国
々
へ
の
「
臨

時
交
易
」「
臨
時
舂
米
」
を
継
承
す
る
も
の
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
重
要
な

の
は
や
は
り
、
一
つ
は
品
目
が
絹
・
布
・
米
に
特
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も

う
一
つ
が
、
大
宰
府
の
米
の
よ
う
に
、
令
制
│
延
喜
式
制
に
は
組
み
込
ま
れ

て
い
な
い
辺
要
国
か
ら
の
貢
納
体
制
を
組
み
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
点
で
あ

る
。

（
3
）
陸
奥
・
出
羽
の
絹

さ
て
、
陸
奥
・
出
羽
の
貢
納
制
と
い
う
視
点
に
戻
ろ
う
。
天
禄
二
年
官
符

の
よ
う
な
形
で
の
陸
奥
・
出
羽
に
よ
る
大
量
の
絹
貢
納
命
令
が
延
長
年
間
や

承
平
年
間
に
そ
の
ま
ま
さ
か
の
ぼ
る
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
天
慶
九
年

（
九
四
六
）
に
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
の
除
病
の
た
め
陸
奥
絹
を
十
二
ヶ
寺
に

配
分
し
た
記
事
（
表
2
参
照
）
か
ら
、
陸
奥
絹
の
貢
納
が
十
世
紀
半
ば
以
前

に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
よ
う
。
ま
ず
そ
の
こ
と
自
体
が
、
陸
奥

の
貢
納
制
の
重
要
な
変
化
で
あ
る
。そ
の
上
で
さ
ら
に
天
禄
二
年
官
符
で
は
、

陸
奥
・
出
羽
に
課
さ
れ
て
い
る
絹
の
量
が
、
他
国
に
比
べ
突
出
し
て
多
い
、

と
い
う
事
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
陸
奥
に
は
三
〇
〇
〇
、
出
羽
に
は

一
〇
〇
〇
疋
が
課
さ
れ
、
こ
れ
は
全
国
の
絹
の
賦
課
五
五
七
〇
疋
の
三
分
の

二
以
上
に
あ
た
る
。
両
国
以
外
で
最
も
多
い
の
は
常
陸
・
備
前
の
二
百
疋
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
偏
り
は
顕
著
で
あ
る
。
十
世
紀
に
入
る
と
突
然
こ
れ
だ
け

の
賦
課
が
陸
奥
出
羽
両
国
に
課
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
一
体
ど
の
よ
う
な

意
味
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
天
禄
二
年
官
符
に
み
え
る
貢
納
品
目
の
割
振
り

は
、
基
本
的
に
は
八
・
九
世
紀
段
階
で
の
調
庸
や
交
易
雑
物
の
貢
納
品
目
の

あ
り
方
に
重
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
天
禄
官
符
に
み
ら
れ
る
割

り
振
り
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
各
地
域
に
お
け
る
生
産
や
流
通
の
あ
り
方
を

一
定
程
度
継
承
・
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
陸
奥
・
出
羽
に
お
い
て
も
同
様

に
、
以
前
か
ら
あ
る
程
度
絹
の
生
産
・
流
通
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
奥
羽
の
調
庸
品
目
に
絹
が
見
え
な
い
の
は
前

述
の
よ
う
に
蝦
夷
に
支
給
す
る
「
狭
布
」
の
調
達
と
い
う
役
割
を
調
庸
制
が

与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
は
別
に
実
際
に
は
絹
の
生
産
・

流
通
が
あ
る
程
度
進
展
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
定
で
あ
る）
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。

一
方
で
、
そ
の
分
量
が
突
出
し
て
多
い
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
も

う
一
つ
、
そ
れ
ら
が
「
交
易
」
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
そ
の
財
源
の
問
題
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
記
の
承
平
の

「
臨
時
交
易
絹
」
の
例
を
見
れ
ば
、
賦
課
に
際
し
て
は
各
国
の
正
税
や
不
動

穀
の
状
況
が
勘
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
奥
羽
両
国
特
に
陸
奥
国
は
、

そ
れ
だ
け
の
賦
課
に
堪
え
ら
れ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
い
え

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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理
に
関
す
る
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
出
羽
解
文
の
処
理
の
経

緯
か
ら
み
て
み
よ
う
。

A　

出
羽
絹
関
係
（《　

》
内
は
割
注
。
以
下
同
じ
）

〔
史
料
一
〇
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
十
一
月
廿
九
日
条

 

大
夫
史
義
賢
朝
臣
持
来
出
羽
付
二
交
易
絹
解
文
二
枚
一
。《
一
枚
載
二
四
百

疋
一
、二
百
疋
長
元
五
年
料
、
二
百
疋
同
六
年
料
。
一
枚
載
二
二
百
疋
一
、

同
年
料
》
云
、（
中
略
）
又
云
、「
出
羽
絹
非
二
本
国
絹
一
。
召
＿二

問
綱
丁
等
一 

申
、「
彼
国
依
レ
非
二
土
産
一
、
以
二
料
物
一
路
次
間
交
易
絹
也
。
仍
或
頗
宜
、

或
不
レ
宜
也
」
者
。（
中
略
）
及
二
晩
景
一
参
レ
殿
。
令
レ
覧
二
出
羽
解
文
等
一
、

并
申
二
太
宰
絹
等
疎
悪
之
由
一
、
兼
出
羽
絹
申
下
非
二
本
国
絹
一
之
由
上
。
仰
、

「
解
文
可
レ
付
二
頭
弁
一
也
。
但
絹
等
事
、
雖
レ
仰
二
不
便
之
由
一
、
無
レ
可
二

返
給
一
仰
レ
之
。」（
後
略
）

〔
史
料
一
一
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
一
月
卅
日
条

 

午
刻
参
二
御
堂
一
。
以
二
出
羽
解
文
一
付
二
頭
権
弁
一
。

〔
史
料
一
二
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
二
月
一
日
条

頭
弁
下
二
出
羽
絹
解
文
一
、
示
云
、「
可
レ
令
二
検
納
一
」
者
。

〔
史
料
一
三
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
二
月
二
日
条

 

早
旦
、
左
少
史
政
義
来
向
、
下
二
出
羽
解
文
一
、
仰
云
、「
内
伝
＿二

授
義
賢

朝
臣
一
、
可
レ
令
レ
納
之
由
可
レ
仰
」
者
。（
後
略
）

経
緯
を
整
理
す
る
と
、
十
一
月
二
十
九
日
に
大
夫
史
義
賢
か
ら
参
議
右
大

弁
の
経
頼
の
も
と
に
出
羽
守
の
解
文
が
届
け
ら
れ
た
。
解
文
は
二
枚
あ
り
、

一
枚
に
は
長
元
五
年
・
六
年
料
各
二
百
疋
ず
つ
の
合
計
四
百
疋
。
も
う
一
枚

に
は
長
元
七
年
料
の
二
百
疋
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
大
夫
史
義
賢
か
ら

は
、
出
羽
絹
が
「
本
国
絹
」
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
綱
丁
か

よ
う
。

こ
の
問
題
は
十
世
紀
の
陸
奥
出
羽
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
な
る

よ
う
に
も
思
う
が
、
次
に
の
べ
る
十
一
世
紀
の
あ
り
方
を
見
た
上
で
あ
ら
た

め
て
触
れ
た
い
。

二
　
十
一
世
紀
に
お
け
る
陸
奥
出
羽
両
国
の
絹
貢
納

次
に
、
十
一
世
紀
に
お
け
る
状
況
を
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
大
津
透

氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
天
禄
二
年
官
符
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
全
国
的
な
交

易
布
・
絹
・
米
の
一
斉
賦
課
は
そ
の
後
見
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
に
代
わ
る

よ
う
に
、
各
行
事
に
応
じ
て
諸
国
か
ら
随
時
必
要
物
資
を
調
達
す
る
臨
時
召

物
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
津
氏
は
陸
奥
・
出
羽
な
ど

特
定
の
国
の
み
に
「
臨
時
交
易
」
が
残
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
陸
奥

出
羽
以
外
で
は
越
前
・
阿
波
・
丹
後
・
参
河
・
土
佐
な
ど
の
例
が
知
ら
れ
る
が
、

越
前
や
阿
波
・
丹
後
・
参
河
の
例
は
吉
書
と
し
て
交
易
絹
の
解
文
が
奏
上
さ

れ
て
い
る
例
で
あ
り
、
貢
納
額
も
十
疋
程
度
と
少
額
で
、
貢
納
制
と
し
て
の

意
義
は
限
ら
れ
る
と
み
ら
れ
る）

15
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。
そ
の
中
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
数
の
絹
貢

納
を
担
っ
た
の
が
陸
奥
・
出
羽
と
大
宰
府
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
左

経
記
』
の
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
に
み
ら
れ
る
、
奥
羽
両
国
お
よ
び
大
宰

府
の
絹
貢
記
事
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）
陸
奥
・
出
羽
の
年
料
絹

左
経
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
十
一
月
に
大
宰
府
と
出
羽
国
、
十
二
月
に
陸

奥
国
か
ら
の
「
絹
解
文
」
が
右
大
弁
経
賴
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
処
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ら
「
絹
は
出
羽
の
土
産
で
は
な
い
の
で
料
物
を
も
っ
て
路
次
で
交
易
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
品
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
、
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
」

と
の
報
告
が
そ
え
ら
れ
た
。
経
頼
は
こ
の
件
を
、
大
宰
府
の
貢
納
絹
が
粗
悪

で
あ
る
こ
と
あ
わ
せ
て
関
白
頼
通
に
報
告
し
、
翌
日
頭
弁
に
付
け
て
解
文
を

奏
上
、
翌
日
に
は
「
検
納
す
べ
し
」
と
の
指
示
を
下
さ
れ
、
更
に
翌
日
左
少

史
政
義
に
検
納
を
指
示
し
て
い
る
。

続
い
て
陸
奥
国
の
記
事
を
整
理
し
よ
う
。

B　

陸
奥
絹
関
係

〔
史
料
一
四
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
二
月
十
四
日
条

 

入
レ
夜
、
大
夫
史
義
賢
朝
臣
来
向
云
、「
左
大
弁
御
消
息
云
、「
陸
奥
去
今

年
料
絹
解
文
、
依
二
今
日
物
忌
一
不
レ
能
レ
下
。
可
レ
然
可
レ
申
」
者
。
即
相

示
云
、「
僕
又
今
明
物
忌
也
。
雖
レ
然
共
称
二
物
忌
一
空
不
レ
可
レ
経
レ
日
」
者
、

今
日
為
三
申
日
之
内
已
及
二
暗
夜
一
、
明
日
仰
二
可
レ
申
之
由
一
取
二
解
文
一
了
。

義
賢
申
云
、「
件
解
文
、
長
元
六
年
料
載
二
絹
数
一
、
今
年
料
不
レ
載
。
仍

問
二
其
旨
一
之
処
、
綱
丁
申
云
、『
所
レ
進
之
絹
千
二
百
疋
也
。
而
先
例
所
レ

進
、
陸
奥
絹
三
百
、
他
国
絹
三
百
也
。
是
彼
国
絹
難
レ
得
也
。
仍
半
分

以
二
代
物
一
路
次
之
間
交
易
備
也
。
為
二
代
々
例
一
。
而
此
度
絹
、
彼
国
絹

三
百
、
他
国
九
百
疋
也
。
若
依
レ
違
二
先
例
一
不
レ
注
二
絹
数
一
歟
』
者
。

以
二
此
旨
一
可
レ
申
」
者
。

〔
史
料
一
五
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
二
月
十
五
日
条

 

参
レ
殿
。
令
レ
申
二
陸
奥
去
今
両
年
絹
解
文
一
。《
年
別
六
百
疋
。
八
月
廿

五
日
解
。
綱
丁
従
七
位
上
白
河
団
擬
矢
八
占
部
宿
祢
安
信
。》即
令
レ
申
云
、

「
綱
丁
安
信
申
云
、『
彼
国
依
二
絹
難
一
レ
得
、
左
右
相
構
、
当
国
絹
三
百
疋

奉
レ
之
、
遺
九
百
疋
交
＿二

易
隣
国
一
所
レ
奉
也
』
者
。
仰
、「
解
文
付
二
頭
弁
一 

可
レ
令
レ
奏
。
但
於
レ
絹
者
雖
二
当
国
絹
一
疎
悪
者
可
二
返
給
一
也
。
雖
二
他
国
一 

於
レ
宜
者
可
レ
納
也
」
者
。（
後
略
）

〔
史
料
一
六
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
二
月
十
六
日
条

 

十
六
日
壬
申
、（
中
略
）
又
昨
日
陸
奥
解
文
送
二
頭
左
中
弁
御
許
一
。
昨
両

貫
首
不
レ
被
レ
候
レ
内
。
仍
昨
日
不
レ
令
レ
奏
也
。（
中
略
）
及
二
晩
景
一
、
陸

奥
絹
解
文
自
二
頭
弁
許
一
奏
聞
了
。
送
云
、「
令
二
検
納
一
」
者
。
即
送
二
義
賢

朝
臣
許
一
云
、「
慥
加
二
検
察
一
不
レ
論
二
当
他
国
一
、
有
二
疎
悪
絹
一
者
可
二
択

返
一
」
者
。

基
本
的
な
流
れ
は
出
羽
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
十
二
月
十
四
日
に
大

夫
史
義
賢
か
ら
陸
奥
の
絹
解
文
が
経
頼
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
大
夫
史

か
ら
は
、
長
元
六
年
料
に
つ
い
て
絹
数
が
記
載
さ
れ
な
が
ら
七
年
料
に
つ
い

て
数
量
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
綱
丁
か
ら
「
陸
奥
で
は
絹
の
調
達
が

難
し
い
た
め
半
分
は
路
次
で
の
交
易
で
調
達
す
る
の
が
代
々
の
例
と
な
っ
て

お
り
、
先
例
で
は
陸
奥
絹
三
百
・
他
国
絹
三
百
ず
つ
進
上
し
て
き
た
が
、
今

回
は
陸
奥
国
は
三
百
疋
の
み
で
残
り
九
百
疋
は
他
国
絹
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
先
例
と
異
な
る
の
で
絹
数
を
解
文
に
注
記
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
の
説
明
が
あ
っ
た
旨
報
告
を
受
け
た
と
い
う
。
史
料
一
五
に
よ
れ
ば
年
料

は
六
百
疋
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
元
六
年
料
は
先
例
通
り
本
国
絹
・
他
国

絹
三
百
疋
と
し
、
七
年
料
は
全
て
他
国
絹
な
の
で
解
文
に
絹
数
を
記
せ
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
経
頼
は
こ
の
旨
を
や
は
り
関
白
に
報
告

し
た
上
で
十
六
日
に
解
文
を
頭
左
中
弁
に
持
参
し
て
奏
聞
し
て
も
ら
い
、「
検

納
せ
よ
」
と
の
命
を
受
け
、
大
夫
史
義
賢
に
、
当
国
産
か
他
国
産
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
に
粗
悪
品
が
あ
れ
ば
選
ん
で
返
却
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
す
で
に
長
沢
氏
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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両
国
の
国
内
で
は
十
分
な
絹
を
調
達
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、「
路
次
」「
隣
国
」

で
交
易
調
達
し
た
絹
を
も
加
え
る
こ
と
が
恒
例
化
し
て
い
た
。
中
央
政
府
の

側
も
、
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
国
産
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
粗

悪
で
あ
る
か
否
か
を
受
納
の
条
件
と
し
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
奥
羽
へ
の
交
易
絹
の
賦
課
は
、
両
国
に
お
け
る
絹

の
一
定
程
度
の
生
産
・
流
通
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
奥
羽
の
正
税

や
不
動
穀
を
財
源
と
し
て
あ
て
こ
ん
で
中
央
政
府
が
必
要
と
す
る
絹
を
賦
課

し
た
と
い
う
面
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
実
に
は
両
国
が
国
内
産
の
絹
だ
け
で

そ
の
賦
課
量
を
十
分
に
ま
か
な
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
資

料
か
ら
う
か
が
え
る
。
政
府
は
、
必
ず
し
も
両
国
の
「
土
産
」（
特
産
品
）

で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
ず
は
良
質
の
絹
で
あ
れ
ば
か
ま
わ
な
い
、

と
い
う
方
針
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
は
、
奥
羽
の
絹
貢
納
が
、
必
ず
し
も
特
産

品
の
貢
納
と
い
う
性
格
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

次
に
、「
絹
解
文
」
が
、
史
―
弁
―
（
関
白
）
―
天
皇
と
い
う
ル
ー
ト
で

奏
上
さ
れ
、
逆
の
ル
ー
ト
で
検
納
が
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
て
お

き
た
い
。「
解
文
」
の
内
容
に
関
す
る
問
答
が
史
と
綱
丁
と
の
間
で
行
わ
れ
、

「
検
納
」
の
指
示
が
史
に
最
終
的
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
れ

ら
の
陸
奥
・
出
羽
絹
は
、
弁
官
の
管
轄
下
で
受
納
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。

長
沢
洋
氏
は
、「
臨
時
交
易
（
絹
・
布
）」
を
蔵
人
所
が
管
轄
す
る
内
廷
財

源
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
収
納
先
を
太
政
官
管

下
の
官
厨
家
な
い
し
正
蔵
率
分
所
と
推
測
し
て
い
る
。
陸
奥
の
絹
が
太
政
官

厨
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
の
上

東
門
院
彰
子
出
家
時
に
、東
三
条
院
（
詮
子
）
の
例
に
な
ら
い
、「
絹
壱
百
疋
・

は
、
ま
ず
両
国
の
絹
貢
納
に
年
料
（
出
羽
二
百
疋
、
陸
奥
六
百
疋
）
が
設
定

さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。「
代
々
例
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
こ
の
年
料
に

よ
る
絹
貢
納
が
す
で
に
一
定
期
間
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
が
う
か
が
え

る
。
そ
の
始
源
は
不
明
だ
が
、
二
百
疋
・
六
百
疋
と
い
う
額
に
つ
い
て
は
、

前
掲
の
天
禄
二
年
太
政
官
符
で
命
じ
ら
れ
た
両
国
へ
の
絹
貢
納
額

（
一
〇
〇
〇
疋
・
三
〇
〇
〇
疋
）
の
二
割
に
あ
た
り
、
正
蔵
率
分
制
の
率
分

額
（
二
割
）
が
適
用
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
の
推
定
が
長
沢
氏
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
。
奥
羽
両
国
の
絹
貢
納
は
、
天
暦
六
年
に
定
め
ら
れ
た
正

蔵
率
分
制
の
対
象
で
あ
る
調
庸
雑
物
制
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
天
禄
二

年
官
符
も
そ
れ
自
体
は
単
発
の
命
令
と
み
ら
れ
る
の
で
、
正
蔵
率
分
の
直
接

的
な
適
用
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
を
参
考
に
年
料
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性

は
考
え
ら
れ
よ
う
。
正
蔵
率
分
は
天
暦
六
年
の
導
入
当
時
は
一
割
で
あ
っ
た

が
そ
の
後
十
世
紀
末
頃
に
二
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り）

16
（

、

だ
と
す
れ
ば
両
国
の
年
料
が
二
百
疋
・
六
百
疋
と
な
っ
た
の
も
十
世
紀
末
頃

の
こ
と
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
殿
暦
』
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）

九
月
二
十
一
日
条
に
は
「
陸
奥
か
と
り
の
解
文
為
隆
に
付
了
。
件
解
文
去
月

所
レ
付
也
。
而
思
わ
す
れ
て
于
今
不
レ
付
也
。
件
解
文
久
絶
事
也
。
而
此
任

進
之
也
。
大
略
勤
事
歟
。
陸
百
疋
云
々
」
と
あ
り
、
こ
の
年
料
は
、
実
態
は

と
も
か
く
枠
組
み
と
し
て
は
十
二
世
紀
初
頭
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
国
が
貢
納
す
る
絹
の
中
に
、「
本
国
絹
」
と

は
別
に
「
路
次
」
で
交
易
入
手
し
た
絹
が
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

史
料
一
〇
で
大
夫
史
が
わ
ざ
わ
ざ
「
本
国
絹
に
非
ず
」
と
問
題
視
し
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
は
本
国
産
の
絹
を
輸
送
し
て
貢
納
す
る
べ
き
と
言

う
原
則
が
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
一
方
で
現
実
に
は
、
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信
乃
布
千
段
を
諸
僧
料
と
し
て
充
て
る
」
こ
と
と
な
り
（『
左
経
記
』
万
寿

三
（
一
〇
二
六
）
年
正
月
十
七
日
条
）、
関
白
頼
通
の
指
示
で
「
厨
家
納
絹

百
疋
《
大
宰
・
陸
奥
所
進
中
》、
率
分
蔵
納
調
布
千
段
。」
を
彰
子
に
奉
る
よ

う
経
賴
が
大
夫
史
貞
行
に
指
示
し
て
い
る
例
が
あ
る
。陸
奥
出
羽
を
含
む「
臨

時
交
易
絹
」
の
う
ち
蔵
人
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
確
か

で
、
長
沢
氏
は
こ
れ
を
一
般
化
し
て
理
解
し
て
い
る
が
、
貢
納
さ
れ
た
絹
が

直
接
蔵
人
所
に
納
め
ら
れ
る
場
合
は
、
奏
上
後
解
文
は
蔵
人
所
に
下
さ
れ
蔵

人
所
か
ら
返
抄
が
発
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り）

17
（

、
本
節
で
取
り
上
げ
て
い
る
奥

羽
の
年
料
絹
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
蔵
人
方
で
は
な
く
官
方
の
管
轄
と
み

る
べ
き
だ
ろ
う）

18
（

。

（
2
）
大
宰
府
の
絹
貢
納
と
の
比
較

さ
て
、以
上
の
よ
う
な
奥
羽
両
国
の
絹
貢
納
を
、同
じ
く
長
元
七
年
の
『
左

経
記
』
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
大
宰
府
の
絹
貢
納
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

〔
史
料
一
七
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
十
一
月
十
七
日
条 

　

 

大
夫
史
義
賢
朝
臣
来
二
門
外
一
。
令
レ
申
云
、「
大
宰
府
今
年
々
貢
解
文
持
＿二

到
左
大
弁
御
許
一
。
而
被
レ
仰
云
、『
依
二
軽
服
一
今
日
不
二
出
仕
一
。
可
持
レ
＿二

到
愚
許
一
』
者
。
但
被
レ
仰
云
「
昨
今
御
物
忌
歟
。
然
者
明
日
被
レ
申
有
何

事
乎
。
是
恒
事
也
』
者
、
取
＿二

入
件
解
文
等
一
、
早
旦
仰
二
可
レ
申
レ
殿
由
一

返
却
了
。
太
宰
府
進
上
当
年
新
嘗
会
料
調
絹
千
疋
・
綿
百
屯
事
。
又
進
上

同
年
料
率
分
絹
六
百
疋
事
。《
又
進
上
同
年
率
分
綿
二
万
屯
事〔
已
上
三
枚
、

九
月
二
十
三
日
解
。
使
、
撤
〔
擬
カ
〕検

非
違
使
佐
伯
為
信
。》。（
中
略
）
但
物
実
、

未
来
云
々
。

〔
史
料
一
八
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
一
月
十
八
日
条 
 

午
刻
参
殿
、
申
二
大
宰
解
文
等
一
。
仰
云
、「
自
レ
此
令
レ
奏
由
、
内
々
示
二

頭
弁
一
可
レ
付
」
者
。
未
刻
許
御
共
参
内
。
於
二
陣
腋
一
付
二
大
宰
解
文
頭
左

中
弁
一
。
頃
之
弁
云
、「
奏
二
解
文
一
、
下
＿二

奉
殿
。
仰
云
、『
令
二
検
納
一
』
者
。

但
綿
停
二
代
革
一
以
二
見
綿
一
可
レ
進
由
、
前
年
給
二
宣
旨
一
了
。
任
二
宣
旨
一

慥
進
二
見
綿
一
乎
可
レ
令
レ
問
」
者
。
即
問
二
義
賢
朝
臣
一
申
云
、「
物
実
、
未
レ

来
且
進
二
解
文
一
也
。
已
注
二
見
物
一
代
物
不
レ
注
。
仍
不
レ
問
二
其
案
内
納

言
処
一
。
有
二
代
物
一
者
可
レ
申
二
事
由
一
也
」
者
。
即
以
二
此
由
一
、
触
二
頭

弁
一
了
。

〔
史
料
一
九
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
一
月
十
九
日
条

 

大
宰
解
文
等
下
二
義
賢
朝
臣
一
。
仰
云
、「
各
令
二
検
納
一
」
者
。
但
甘
葛
煎

解
文
二
枚
、
返
＿二

送
頭
弁
許
一
。
是
依
レ
可
レ
納
二
蔵
人
所
一
也
。
左
中
弁
被
レ

示
。

〔
史
料
二
〇
〕『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
二
月
三
日
条

 

先
レ
是
大
蔵
卿
、
令
二
成
重
送
一
大
宰
解
文
二
枚
云
、「（
一
枚
前
日
所
二
奏

下
一
当
年
料
絹
綿
解
文
、
一
枚
彼
府
代
物
解
文
、
載
二
絹
千
疋
代
、
本
色

三
百
疋
色
代
上
絹
七
十
疋
《
十
疋
宛
一
疋
》、
綿
万
屯
代
上
絹
六
十
六
疋

四
丈
一
、《
百
五
十
屯
宛
一
疋
》、）
年
来
以
二
色
革
一
進
二
件
絹
綿
代
一
、
而

去
年
可
レ
進
二
見
色
一
之
由
有
二
宣
旨
一
、
仍
停
レ
革
以
レ
絹
所
二
准
進
一
歟
、

以
二
件
絹
等
一
宛
二
用
公
用
一
、
多
可
レ
有
二
不
足
一
、
以
二
此
由
一
可
二
申
上
一
」

者
、
可
レ
奏
之
由
報
答
畢
。

史
料
一
七
〜
一
九
に
は
、
右
大
弁
経
賴
の
許
に
大
夫
史
小
槻
義
賢
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
大
宰
府
の
「
今
年
々
貢
解
文
」
五
枚
（
①
太
宰
府
進
上
当
年
新

嘗
会
料
調
絹
千
疋
・
綿
百
屯
事
②
進
上
同
年
料
率
分
絹
六
百
疋
事
③
進
上
同

年
率
分
綿
二
万
屯
事
④
進
上
去
長
元
五
年
料
甘
葛
煎
六
斗
⑤
進
上
長
元
六
年

料
甘
葛
煎
七
斗
）
に
つ
い
て
、関
白
頼
通
の
内
覧
を
経
て
天
皇
に
奏
上
さ
れ
、

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

23
（

。

次
に
、
絹
綿
の
現
物
の
検
納
に
つ
い
て
。
解
文
の
奏
上
後
天
皇
の
裁
可
を

受
け
て
弁
が
史
に
「
検
納
」
を
指
示
し
、
そ
こ
で
初
め
て
実
物
の
検
査
が
行

わ
れ
る
。
史
料
一
八
に
「
物
実
未
来
」
と
あ
る
よ
う
に
実
際
に
は
現
物
が
ま

だ
到
着
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
後
一
一
月
二
十
九
日
条
で
は
経
賴
が
関

白
頼
通
に
、
大
宰
絹
が
疎
悪
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
り
（
史
料
一
〇
）、

お
そ
ら
く
そ
の
頃
ま
で
に
は
物
実
も
到
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
物

実
の
検
納
に
さ
い
し
て
中
央
政
府
側
が
気
に
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
物
品
と

り
わ
け
綿
が
代
納
物
で
は
な
く
「
見
物
」
で
納
入
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
で
あ
っ
た
。
大
夫
史
義
賢
は
「
有
二
代
物
一
者
可
レ
申
二
事
由
一
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
別
の
品
目
に
よ
る
代
納
は
当
時
か
な
り
恒
常
的
に
行

わ
れ
て
い
た
も
の
で）

24
（

、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
に
も
大
宰
府
の
率
分
絹
綿

の「
練
用
之
絹
」に
よ
る
代
納
を
前
例
ど
お
り
認
め
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ

て
い
る）

25
（

。
院
政
期
の
例
だ
が
前
掲
の
永
久
二
年
料
率
分
絹
綿
の
貢
納
で
も
、

そ
れ
に
対
す
る
返
抄
と
み
ら
れ
る
同
年
八
月
二
十
日
付
け
の
官
厨
家
返
抄
に

は
、
絹
が
「
見
色
」
と
あ
る
一
方
綿
は
代
物
と
し
て
絹
三
三
三
疋
二
丈
で
記

さ
れ
絹
で
官
厨
家
に
代
納
さ
れ
て
い
た
。
長
元
七
年
の
場
合
実
際
に
代
納
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
永
久
二
年
料
の
場
合
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
解

文
」
に
は
綿
と
記
し
な
が
ら
実
際
に
は
代
物
で
納
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は

十
分
に
あ
ろ
う
。
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
①
〜
③
の
絹
綿
に
つ
い
て
は
、
長

元
七
年
料
が
同
年
の
内
に
一
括
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
大
宰
府
の
絹
貢
納
は
『
延
喜
式
』
制
に
定
め
ら
れ
た
「
調
綿
絹
」

の
貢
納
制
を
根
拠
に
、
そ
こ
に
「
率
分
」
を
適
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一
方
陸
奥
・
出
羽
の
場
合
は
、
先
に
述
べ
た
天
禄
二
年
官
符
と
の
関
係
が
推

現
物
の
検
納
命
令
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
が
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ

も
九
月
二
十
三
日
付
で
、「
使
擬
検
非
違
使
佐
伯
為
信
」
が
持
参
し
た）

19
（

。

こ
こ
で
は
、
①
〜
③
の
絹
綿
の
貢
納
を
中
心
に
い
く
つ
か
注
目
し
た
い
点

を
挙
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
解
文
に
記
さ
れ
た
貢
納
の
制
度
に
つ
い

て
。
②
③
は
大
宰
府
の
「
率
分
絹
綿
」
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。「
率
分
絹
」

六
百
疋
は
『
延
喜
式
』
民
部
式
に
定
め
ら
れ
た
大
宰
府
の
年
貢
調
絹
料

三
〇
〇
〇
疋
の
「
率
分
」（
正
蔵
率
分
＝
一
〇
分
の
二
）
に
あ
た
り
、③
「
率

分
綿
」
二
万
屯
も
延
暦
二
年
に
改
定
さ
れ
た
大
宰
府
の
年
貢
綿
十
万
屯
（『
類

聚
三
代
格
』
延
暦
二
年
三
月
廿
二
日
太
政
官
符
）
の
ぴ
っ
た
り
一
〇
分
の
二

で
あ
る）

20
（

。
大
宰
府
調
綿
・
絹
の
「
率
分
」
額
は
、『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
に

は
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
料
の
大
宰
府
率
分
絹
・
綿
の
進
上
解
文
（
永
久

四
年
二
月
廿
一
日
付
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
院
政
期
に
も
引
き
継
が
れ
た
。

一
方
、②
③
と
は
別
の
解
文
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
①「
当
年
新
嘗
会
料
」も
、

「
調
絹
」「
調
綿
」
と
あ
る
よ
う
に
、
律
令
税
制
の
税
目
と
し
て
は
調
庸
物
で

あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
別
々
の
解
文
で
進
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
新

嘗
会
料
」
と
い
う
恒
例
行
事
の
用
途
に
必
要
な
料
物
を
率
分
と
は
別
枠
で
個

別
的
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。大
宰
府
の
絹
綿
に
つ
い
て
は
、

特
に
節
禄
と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り）

21
（

、
九
〜
十
世
紀
の
王
権
と

貴
族
の
関
係
を
支
え
る
重
要
な
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

新
嘗
会
料
の
絹
貢
納
が
率
分
と
別
枠
で
も
う
け
ら
れ
た
の
も
、
大
宰
府
か
ら

の
年
料
絹
綿
の
貢
納
が
停
滞
す
る
中
で
、
必
要
分
の
絹
綿
を
確
保
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
に
導
入
さ
れ
た
、

特
定
の
恒
例
行
事
の
用
途
と
し
て
調
庸
等
の
年
料
の
一
部
を
徴
収
す
る
「
永

宣
旨
料
物
制
」（
特
定
諸
国
永
進
納
制）

22
（

）
に
通
じ
る
調
達
方
式
と
み
て
よ
い
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測
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
延
喜
式
』
等
に
定
め
ら
れ
た
律
令
税
制
（
調
庸

や
雑
物
）
と
の
関
わ
り
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
両
者
は
、
律
令
税

制
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
は
、
系
譜
を
異
に
す
る
貢
納
制
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
点
を
除
け
ば
、
両
者
は
基
本
的
に
同
質
の
貢
納
制

度
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
調
」
で
あ
る
か
否
か
は
、
こ
の
段
階
で
は
現

実
に
は
殆
ど
意
味
が
な
く
、太
政
官
は
、必
要
な
絹
を
、大
宰
府
か
ら
は
「
調
」

の
一
部
と
い
う
建
前
で
、
陸
奥
出
羽
か
ら
は
そ
れ
と
は
異
な
る
枠
組
を
つ

か
っ
て
、
経
常
的
に
調
達
す
る
仕
組
み
を
統
合
的
に
構
築
し
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

問
題
は
、
な
ぜ
陸
奥
出
羽
と
大
宰
府
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
つ

想
起
さ
れ
る
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
大
宰
府
の
絹
が
「
率
分
絹
」

と
称
さ
れ
、
陸
奥
出
羽
の
絹
が
天
禄
二
年
官
符
の
率
分
相
当
額
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
正
蔵
率
分
制
は
調
庸
・
交
易
雑
物
・
年
料
米
の
一
割
か
ら
二
割
を

太
政
官
財
源
と
し
て
確
保
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
陸
奥
出
羽
の
調
庸
は
前
述

の
よ
う
に
現
地
消
費
で
あ
り
、
大
宰
府
管
内
諸
国
の
調
庸
も
ま
た
一
次
的
に

は
現
地
消
費
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
正
蔵
率
分
を
適
用
し
て
も
、
中
央
財
政
と

し
て
は
意
味
が
な
い
。
受
領
功
過
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
地
域
の
国
司
に
率
分

勘
文
の
提
出
が
免
除
さ
れ
て
い
る
理
由
も
こ
の
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
と

す
れ
ば
、
正
蔵
率
分
制
の
准
用
の
過
程
で
、
両
地
域
に
つ
い
て
は
調
庸
制
と

別
の
根
拠
に
よ
っ
て
中
央
へ
の
貢
納
制
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
両
国

の
年
料
絹
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　
平
安
中
期
陸
奥
・
出
羽
の
貢
納
制
と
絹

（
1
）
陸
奥
出
羽
の
調
庸
制

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
八
・
九
世
紀
の
陸
奥
国
は
、
調
庸
物
の
ほ
ぼ
す

べ
て
が
両
国
内
の
蝦
夷
支
配
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
両
国
の

調
庸
物
は
布
（
狭
布
）
と
米
・
穀
で
あ
る
が
、
九
世
紀
段
階
で
は
こ
れ
ら
は

京
進
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
両
国
の
調
庸
に
対
す
る
中
央
政
府

の
管
理
は
そ
の
運
用
状
況
を
「
用
度
帳
」（
税
帳
使
に
付
け
て
進
上
）
に
よ
っ

て
把
握
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
構
造
は
、
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

も
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
受
領
功
過
定
で
も
陸
奥
出
羽

両
国
は
「
調
庸
惣
返
抄
」
で
は
な
く
任
期
分
の
「
勘
済
用
度
帳
」
を
提
出
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
「
率
分
勘
文
」（
正
蔵
率
分
の
貢
納
状
況
の
調
査
書
）

も
西
海
道
諸
国
と
も
ど
も
京
進
の
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。「
勘
済
用

途
帳
」
は
陸
奥
出
羽
国
内
で
の
調
庸
物
の
収
入
・
支
出
状
況
を
記
録
し
た
帳

簿
と
み
ら
れ
、
一
応
建
前
と
し
て
は
こ
の
帳
簿
を
通
じ
徴
税
・
支
出
状
況
を

管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

で
は
十
世
紀
以
降
こ
の
調
庸
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
を
考
え
る
材
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
た
だ
一
つ
関
連
史

料
と
し
て
『
小
右
記
』
長
元
五
年
八
月
二
十
五
日
条
が
あ
る
。
こ
の
史
料
を

今
少
し
分
析
し
て
み
た
い
。

〔
史
料
二
一
〕『
小
右
記
』
長
元
五
年
八
月
廿
五
日
条

 

廿
五
日
甲
子
、（
中
略
）
召
二
主
税
助
雅
頼
一
、
問
二
陸
奥
砂
金
事
一
。
可
レ

逢
レ
詔
哉
否
事
也
。
申
云
、「
彼
国
百
姓
弁
二
狭
布
一
、
皆
是
調
庸
徭
丁
之

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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所
レ
弁
。
至
二
狭
布
一
依
二
詔
文
一
所
レ
被
レ
免
也
。
至
レ
金
者
、
以
二
彼
調
庸

徭
丁
一
、
給
レ
食
所
レ
令
二
掘
進
一
、
不
レ
可
レ
潤
下
免
二
調
庸
等
一
之
詔
上
。
調

庸
等
丁
其
数
多
々
、
然
者
所
レ
課
砂
金
可
レ
及
二
数
千
両
一
。
只
是
年
料
所
レ

被
二
定
置
一
也
。
一
切
不
レ
可
レ
被
レ
免
」
者
。
唯
対
馬
嶋
銀
者
、
有
二
所
レ

被
レ
充
之
丁
数
一
。
仍
可
レ
霑
二
詔
書
一
歟
。
余
仰
云
、「
水
銀
者
付

（
マ
マ
）。」

雅
頼

云
、「
不
レ
覚
」
者
。
仰
云
、「
件
三
色
事
、尋
勘
可
レ
進
之
由
、召
二
仰
之
一
。」

雅
頼
云
、「
滋
望
・
倫
寧
之
時
、
天
暦
御
宇
、
不
レ
被
レ
免
事
也
。
倫
寧
全

勤
二
五
箇
年
料
金
一
了
。
年
々
遺
金
三
千
余
両
又
弁
進
」
者
。
件
事
見
二
故

殿
御
日
記
一
。
与
レ
所
レ
申
無
二
相
違
一
。

こ
の
史
料
で
は
、
調
庸
免
除
の
詔
が
陸
奥
砂
金
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
調
庸
免
除
の
詔
が
い
つ
の
詔
書
を
さ
し

て
い
る
が
明
確
で
な
い
が
、
小
右
記
の
記
事
で
は
陸
奥
守
の
任
中
分
の
砂
金

の
済
否
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
任
期
中
に

下
さ
れ
た
調
庸
免
除
の
詔
が
砂
金
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
を
主
税
助
に
勘
申

さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
小
記
目
録
』
に
よ
れ
ば
同
年
九
月
五
日
に

「
前
陸
奥
守
孝
義
」
の
任
終
年
済
物
の
扱
い
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
孝
義
の

砂
金
の
こ
と
は
す
で
に
長
元
元
年
に
孝
義
前
司
の
橘
則
光
の
任
終
年
の
問
題

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
条
も
こ
れ
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

主
税
助
雅
頼
の
答
申
は

①　

 

陸
奥
国
は
狭
布
を
弁
す
る
が
、
こ
れ
は
「
調
庸
徭
丁
」
が
「
弁
」
ず
る

と
こ
ろ
な
の
で
、
狭
布
に
つ
い
て
は
調
庸
免
除
の
詔
を
適
用
し
て
免
除

さ
れ
る
。

②　

 

金
は
、「
彼
の
調
庸
徭
丁
を
以
て
、
食
を
給
い
掘
り
進
ら
し
む
所
」
な

の
で
、
調
庸
等
を
免
除
す
る
詔
書
の
恩
恵
に
は
あ
ず
か
ら
な
い

③　

 

調
庸
等
丁
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
よ
っ
て
彼
ら
に
課
さ
れ
て
い
る
砂
金
も

数
千
両
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、年
料
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、

一
切
免
除
は
し
な
い
。

④　

 

た
だ
し
対
馬
の
銀
は
「
充
て
ら
れ
て
い
る
（
調
庸
）
丁
数
が
あ
る
」
の

で
、
詔
書
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
実
資
は
水
銀
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
よ
う
指
示
し
、
雅
頼
は
「
不

覚
」
と
回
答
。
実
資
は
こ
れ
ら
三
種
に
つ
い
て
調
査
を
命
じ
、
雅
頼
は

⑤　

 

藤
原
滋
望
（
天
暦
二
＝
九
四
八
前
後
在
任
）・
藤
原
倫
寧
（
天
暦
八
＝

九
五
四
前
後
在
住
）
陸
奥
守
在
任
時
の
「
天
暦
御
宇
」
に
は
、
砂
金
の

貢
納
を
免
除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
倫
寧
は
五
箇
年
料
の
金
を
納
め
、
さ
ら

に
年
々
の
遺
金
三
千
余
両
も
又
弁
進
し
た

と
報
告
。
実
資
も
「
故
殿
御
日
記
」（
実
頼
の
日
記
）
で
こ
の
こ
と
を
確

認
し
、
間
違
い
な
い
こ
と
だ
、
と
し
て
い
る
。
天
暦
年
間
に
お
こ
な
わ
れ
た

調
庸
免
除
に
際
し
て
も
砂
金
は
免
除
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
史
料
は
、
一
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
陸
奥
の
金
の
調
達
方
法

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
熊
谷
公
男
氏
は
こ

の
資
料
を
も
と
に
、
狭
布
を
調
庸
徭
丁
に
支
給
し
て
砂
金
を
掘
ら
せ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る）

26
（

。
し
か
し
こ
の
史
料
で
い
わ
れ
て
い
る
の

は
あ
く
ま
で
、
砂
金
の
採
取
が
「
調
庸
徭
丁
」
に
食
を
支
給
し
て
行
わ
れ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、「
調
庸
徭
丁
」
の
負
担
す
る
税
で
あ

る
狭
布
は
当
然
免
除
に
な
る
が
、
同
じ
く
陸
奥
か
ら
の
貢
納
物
で
あ
る
砂
金

は
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
砂
金
が
「
調

庸
」
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
実
資
ら
が
実
は
わ
か
っ
て
い
な
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い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
延
喜
式
』
制
に
お
い
て
は
、
陸
奥
の
金
は
「
交
易
雑
物
」
と
し
て

三
五
〇
両
が
賦
課
さ
れ
た
。『
西
宮
記
』
や
『
北
山
抄
』
に
は
、
陸
奥
国
の

金
に
つ
い
て
「
交
易
砂
金
」
と
あ
り
、
や
は
り
交
易
に
よ
る
貢
納
と
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
く
交
易
雑
物
で
金
を
貢
納
す
る
国
と
し
て
は
下
野
国
が
あ
る
。

但
し
下
野
国
の
砂
金
に
つ
い
て
は
、民
部
式
に「
使
徭
夫
採
。
食
亦
充
正
税
。」

と
あ
っ
て
、
交
易
で
は
な
く
「
徭
夫
」
に
食
料
を
支
給
す
る
、
と
あ
る
。
こ

れ
は
本
条
で
の
べ
る
陸
奥
国
と
同
じ
方
式
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
い

う
「
調
庸
徭
丁
」
と
い
う
語
は
、「
調
庸
・
雑
徭
を
負
担
す
る
丁
」
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
課
丁
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る）

27
（

。
お
そ
ら
く
、
砂
金
の

採
掘
労
働
は
、
調
庸
雑
徭
を
負
担
す
る
課
丁
を
使
役
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
そ
こ
に
は
正
税
を
も
と
に
し
た
対
価
が
さ
ら
に
支
給
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
点
で
砂
金
の
貢
納
を
「
調
庸
」
に
相
当
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
主
税
助
の
論
理
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
記
事
に
お
け
る
、
実
資
の
問
答
の
主
眼
は
、
調
庸
免

除
詔
を
根
拠
に
受
領
済
物
と
し
て
の
砂
金
が
免
除
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
狭
布
の
問
題
は
、
同
じ

く
「
調
庸
」
と
し
て
調
達
さ
れ
る
対
馬
の
銀）

26
（

と
と
も
に
「
調
庸
」
制
度
の
運

用
の
枠
内
で
い
わ
ば
対
価
を
伴
わ
な
い
形
で
徴
収
さ
れ
る
の
に
対
し
、
砂
金

が
あ
く
ま
で
対
価
を
支
払
っ
て
調
達
さ
れ
る
の
で
免
除
の
適
用
に
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
、対
比
の
材
料
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、

狭
布
の
徴
収
と
砂
金
の
採
掘
を
熊
谷
説
の
よ
う
に
連
動
さ
せ
て
考
え
る
こ
と

は
や
や
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

で
は
こ
の
時
期
の
実
際
の
陸
奥
出
羽
に
お
け
る
「
調
庸
」
の
徴
税
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
こ
の
点
に
関
す
る
在
地
で
の
徴
税
の
あ
り
方
を

直
接
示
し
て
く
れ
る
史
料
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
一
般
諸
国
に
お
け
る
動

向
か
ら
す
れ
ば
、
籍
帳
に
基
づ
い
た
課
丁
の
把
握
は
す
で
に
形
骸
化
・
空
洞

化
し
、
検
田
に
基
づ
く
、
田
籍
を
基
盤
と
し
た
徴
税
の
体
制
へ
と
移
行
し
て

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
そ
の
際
に
「
狭
布
」
の

徴
収
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
、
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
城

柵
を
拠
点
と
し
た
蝦
夷
に
対
す
る
饗
給
が
い
つ
ご
ろ
ま
で
行
わ
れ
続
け
た
の

か
の
と
い
う
点
と
、
仮
に
蝦
夷
や
俘
囚
に
対
す
る
賜
物
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
際
の
支
給
物
と
し
て
「
狭
布
」
が
い
つ
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ

続
け
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
問
題
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
詰
め
る
材
料
が
な
く
、
結
論
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
城
柵
政
庁
が
概
ね
十
世
紀
半
ば
〜
十
一
世
紀
前
半
に

掛
け
て
消
滅
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
そ
こ
を
拠
点

と
し
た
饗
給
も
姿
を
消
し
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
、
狭
布
そ
の
も
の
の

需
要
や
こ
の
時
期
に
す
す
ん
だ
税
制
の
変
化
の
中
で
、
調
庸
と
し
て
課
丁
か

ら
「
狭
布
」
を
徴
収
す
る
体
制
自
体
変
化
し
、
米
や
絹
な
ど
の
収
取
へ
と
転

化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
2
）
金
の
貢
納
と
絹

摂
関
期
の
陸
奥
の
金
貢
納
は
、
絹
同
様
年
料
化
さ
れ
、
受
領
の
任
期
中
の

済
物
と
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
次
の
資
料
で
は
、
任
期
途
中
で
死
没

（
九
九
九
＝
長
徳
四
）
し
た
前
々
司
藤
原
実
方
の
「
任
終
年
」
の
金
の
処
理

に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
二
二
〕『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
三
月
廿
七
日
条

 

参
二
大
内
一
、
着
二
右
丈
座
一
、
定
二
諸
国
申
請
一
。
此
中
申
陸
前
々
司
実
方

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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有
二
前
例
一
之
上
、
一
疋
倍
二
満
正
例
一
。
就
中
、
雖
レ
有
下
可
レ
進
二
見
金
一

之
責
上
、
難
二
進
納
一
歟
。」（
後
略
）

藤
原
貞
仲
（
陸
奥
国
在
任
一
〇
一
六
〜
一
八
前
後
）
に
よ
る
砂
金
の
「
色

代
」
申
請
に
つ
い
て
、
か
つ
て
源
満
正
（
一
〇
〇
四
年
以
前
に
在
任
）
の
時

に
は
一
両
＝
絹
一
疋
だ
っ
た
金
一
両
あ
た
り
の
絹
換
算
を
二
疋
で
進
済
を
申

し
出
た
こ
と
に
つ
い
て
の
諸
卿
に
よ
る
定
に
つ
い
て
「
依
レ
不
レ
注
二
定
文
一
、

慥
所
レ
不
レ
覚
」
と
し
て
関
白
頼
通
が
實
資
に
確
認
を
求
め
た
の
に
た
い
し
、

実
資
が
「
諸
卿
は
多
く
「
裁
許
せ
ら
る
べ
し
」
と
定
め
申
し
た
と
し
て
、
そ

の
理
由
と
し
て
「
前
例
が
あ
る
う
え
に
満
正
の
例
の
一
疋
分
倍
し
て
い
る
」

と
し
「
見
金
を
進
る
べ
き
の
責
あ
り
と
い
え
ど
も
、
進
納
し
難
き
か
」
と
説

明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
見
る
限
り
、
陸
奥
国
か
ら
の
金
の
貢
納
は

常
に
順
調
に
貢
納
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
受
領
た
ち
は
年
料
分
の

金
を
弁
済
す
る
の
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
、
絹
に
よ
る

色
代
申
請
は
、
十
世
紀
末
以
降
他
国
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
そ
れ
は
現
物

貨
幣
と
し
て
の
全
国
的
な
絹
流
通
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
は
、
陸
奥
の
貢
納
制
に
お
い
て
、
絹
は
そ
れ
自
身
が

中
央
の
欲
す
る
貢
納
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
金
の
貢
納
を
補
完
す
る
色
代
と

し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
必
ず
し
も

陸
奥
出
羽
の
産
物
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
逆
に
言
え
ば
、
絹
と

い
う
現
物
貨
幣
を
つ
う
じ
て
、
陸
奥
出
羽
の
貢
納
制
が
、
平
安
京
を
核
と
す

る
全
国
的
な
絹
の
流
通
経
済
網
の
な
か
に
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
な
お
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

任
終
年
金
、
交
替
使
遠
望
不
レ
渡
二
満
正
一
。
仍
申
下
従
二
前
司
任
終
年
一

可
二
弁
済
一
由
上
。
而
定
猶
当
々
可
レ
申
二
弁
満
正
一
、
勘
二
公
文
一
可
レ
給
二
諸

司
宣
旨
一
者
。
実
方
任
終
年
金
可
レ
使
二
任
用
等
弁
申
一
歟
。（
後
略
）

同
じ
よ
う
な
事
例
と
し
て
、
長
元
元
年
に
は
前
任
者
橘
則
光
の
任
終
年
の

金
に
つ
い
て
、
後
司
の
平
孝
義
が
申
上
し
、
裁
定
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
小

右
記
』
長
元
元
年
九
月
六
日
条
、『
左
経
記
』
長
元
元
年
九
月
六
日
条
、『
小

右
記
』
長
元
元
年
十
月
廿
日
条
）。
砂
金
の
「
年
料
」
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ

が
受
領
任
中
の
済
物
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
事
は
や
は
り
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
も
ま
た
、
調
庸
と
し
て
で
は
な
い
貢
納
物
の
年
料
化
と
い
う
点
で
は
、

絹
と
同
じ
性
格
を
持
っ
て
い
る
。陸
奥
の
受
領
が
任
中
分
の
砂
金
を
弁
済
し
、

ま
た
前
司
任
終
年
分
の
済
物
の
扱
い
に
つ
い
て
太
政
官
に
裁
定
を
申
し
出
て

い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
弁
済
が
受
領
功
過
を
パ
ス
し
、
次
の

職
に
任
じ
ら
れ
る
た
め
の
要
件
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
こ
の
金
の
場
合
も
、
受
領
が
必
ず
し
も
所
定
の
年
料
を
い
つ
も
充

足
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
絹
の
場
合
は
他
国
で
の
交
易
調
達

と
い
う
ほ
う
ほ
う
が
と
ら
れ
た
が
、
金
の
場
合
は
、
他
の
品
目
で
の
代
納
と

い
う
方
策
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。そ
の
際
の
代
納
品
と
さ
れ
た
の
が
、

実
は
絹
で
あ
る
。

〔
史
料
二
三
〕『
小
右
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
二
月
廿
三
日
条

 

廿
三
日
庚
子
（
中
略
）
頭
弁
伝
二
関
白
消
息
一
云
、（
中
略
）
又
命
云
、「
陸

奥
守
貞
仲
時
、
砂
金
以
二
色
代
一
可
二
進
済
一
之
由
、
去
年
除
目
以
二
諸
卿
一

定
申
。
満
正（

時
カ
）任
、
以
二
絹
一
疋
一
充
二
砂
金
一
両
一
進
済
。
貞
仲
申
下
請
以
二
二

疋
一
充
二
一
両
一
可
レ
済
由
上
。
法〔

諸
卿
か
〕令定

下
申
可
レ
有
二
裁
許
一
由
上
、
依
レ
不
レ
注
二 

定
文
一
、
慥
所
レ
不
レ
覚
」
者
。
報
云
、「
諸
卿
多
申
下
可
レ
被
二
裁
許
一
由
上
。
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お
わ
り
に

陸
奥
出
羽
と
並
ん
で
存
続
す
る
大
宰
府
の
絹
が
令
制
の
調
絹
の
系
譜
を
引

く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
陸
奥
出
羽
の
絹
は
令
制
の
税
目
に
は
さ
か
の
ぼ

ら
ず
、
十
世
紀
に
新
た
に
登
場
す
る
。
む
し
ろ
こ
の
点
は
大
宰
府
の
米
に
近

い
。
し
か
し
系
譜
が
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
十
世
紀
に
お
け
る

財
政
危
機
へ
の
対
応
の
中
で
種
々
試
行
錯
誤
を
経
て
成
立
し
た
仕
組
み
で
あ

る
と
言
っ
て
良
い
。
そ
の
中
で
奥
羽
と
大
宰
府
は
十
世
紀
に
入
り
、
公
家
の

財
源
と
し
て
位
置
づ
け
を
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
天
禄
二
年
官
符
の

よ
う
な
陸
奥
・
出
羽
に
集
中
的
に
絹
の
賦
課
が
行
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

中
央
財
政
の
財
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
奥
羽
を
、
大
宰
府

管
内
と
並
ぶ
新
た
な
財
源
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
動
き
、
と
見
る
べ
き
だ

ろ
う
。

城
柵
を
拠
点
と
し
た
蝦
夷
支
配
を
支
え
て
い
た
「
狭
布
」
の
賦
課
が
い
つ

頃
ま
で
奥
羽
で
行
わ
れ
て
い
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
少

な
く
と
も
中
央
政
府
の
こ
の
点
へ
の
関
心
は
十
世
紀
に
は
消
滅
し
て
い
た
と

み
て
良
い
だ
ろ
う
。大
赦
に
伴
う
調
庸
免
除
で
中
央
政
府
が
気
に
す
る
の
は
、

も
っ
ぱ
ら
金
、
な
い
し
は
そ
の
代
物
と
し
て
の
絹
の
貢
納
で
あ
っ
た
。
奥
羽

の
絹
貢
納
は
あ
る
意
味
そ
う
し
た
古
代
国
家
に
お
け
る
奥
羽
の
役
割
の
変
化

を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
と
、
陸
奥
・
出
羽
に
お
け
る
地
域
の
動
向

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を

考
え
る
手
が
か
り
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て
よ
い
が
、
若
干

強
引
な
が
ら
も
そ
う
し
た
関
心
か
ら
も
う
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

八
・
九
世
紀
の
奥
羽
の
税
制
を
特
徴
付
け
る
「
狭
布
」
は
、
前
述
の
よ
う

に
城
柵
を
拠
点
と
し
た
蝦
夷
支
配
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た）

29
（

。
九
世
紀
に

な
る
と
、
奥
羽
両
国
で
も
籍
帳
支
配
が
動
揺
し
、
調
庸
物
と
し
て
の
狭
布
の

調
達
に
は
困
難
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
一
方
で
そ

れ
を
補
う
形
で
正
税
交
易
に
よ
る
狭
布
の
調
達
が
行
わ
れ
て
い
た）

30
（

。
そ
の
前

提
に
は
も
ち
ろ
ん
、
奥
羽
国
内
で
の
生
産
と
流
通
が
存
在
す
る
。
し
か
し
十

世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
蝦
夷
に
対
す
る
「
饗
給
」
の
拠
点

で
あ
る
城
柵
が
姿
を
消
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
「
狭
布
」
の
収

取
も
、
そ
の
政
治
的
必
要
性
は
大
き
く
減
退
し
た
で
あ
ろ
う
。
十
世
紀
後
半

〜
末
は
調
庸
制
か
ら
官
物
・
臨
時
雑
役
と
い
う
か
た
ち
で
の
負
担
体
の
再
編

が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
成
立
し
た
陸
奥
出
羽
の
新
た
な
収
取

体
系
の
中
に
、「
狭
布
」
の
収
取
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
「
夷
禄
」
を
財
源
と
し
た
蝦
夷
支
配
の
終
焉
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
十
世
紀
以
降
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
奥
羽
の

絹
は
、
中
央
へ
の
貢
納
品
で
あ
る
が
、「
交
易
」
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
背
景
と
し
て
や
は
り
奥
羽
国
内
で
の
生
産
・
流
通
が
一
定

程
度
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ

の
場
合
考
え
て
み
た
い
の
は
、
馬
な
ど
、
単
価
の
高
い
奥
羽
の
特
産
品
の
購

入
代
価
と
し
て
絹
が
使
わ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
一
方
で
中
央
か
ら

は
、
奥
羽
両
国
が
納
官
用
と
し
て
調
達
で
き
る
数
量
を
超
え
る
額
の
絹
が
賦

課
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
十
世
紀
以
降
の
奥
羽
両
国
の
絹
生
産
・
流
通
が
中

央
か
ら
の
圧
力
を
強
く
受
け
な
が
ら
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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（
7
）　 

栄
原
永
遠
男
『
奈
良
時
代
流
通
経
済
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
。
吉

川
真
司
「
常
布
と
調
庸
制
」『
律
令
体
制
史
研
究
』
岩
波
書
店
、二
〇
二
三
年
（
初

出
は
一
九
八
四
年
）。

（
8
）　 

坂
本
賞
三「
前
期
王
朝
国
家
期
の
米
京
進
と
内
海
沿
岸
諸
国
」（
松
岡
久
人
編『
内

海
地
域
社
会
の
史
的
研
究
』
マ
ツ
ノ
書
店
、）、
寺
内
浩
「
京
進
米
と
都
城
」『
受

領
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
三
上
喜
孝
前
掲
書
。

（
9
）　 『
類
聚
三
代
格
』
大
同
四
年
一
月
二
十
日
官
符
、『
延
喜
式
』
雑
式
。
森
哲
也
「
大

宰
府
九
箇
使
の
研
究
」『
古
代
交
通
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
一
年
参
照

（
10
）　 『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
二
月
是
月
条
な
ど

（
11
）　 

正
蔵
率
分
制
は
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
に
輸
納
額
の
十
分
の
二
（
当
初
は
十
分

の
一
）
を
「
率
分
」
と
し
て
期
日
を
決
め
て
太
政
官
に
別
納
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
始
源
で
あ
る
天
暦
六
年
九
月
十
一
日
太
政
官
符
（『
別
聚

符
宣
抄
』）
は
あ
く
ま
で
「
調
庸
并
中
男
作
物
交
易
雑
物
及
年
料
米
」
の
十
分
之

一
の
太
政
官
へ
の
合
期
別
納
を
命
じ
た
も
の
だ
が
、『
政
事
要
略
』
巻
五
十
一
応

和
三
年
（
九
六
三
）
閏
十
二
月
廿
八
日
官
符
に
よ
れ
ば
逆
に
「
僅
か
に
率
分
の

法
数
を
済
ま
せ
都
に
そ
の
餘
の
見
上
を
忘
る
」
と
い
う
状
況
に
至
っ
て
い
る
。

川
本
龍
市
「
正
蔵
率
分
制
と
率
分
所
」『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
七
五
、

一
九
八
三
）

（
12
）　 

川
本
前
掲
論
文
、
大
津
前
掲
論
文

（
13
）　 

佐
々
木
恵
介
「
大
宰
府
の
管
内
支
配
変
質
に
関
す
る
試
論
」『
奈
良
平
安
時
代
史

論
集
』
下
、
一
九
八
四
年
吉
川
弘
文
館
）
初
出
二
〇
〇
六
年
）

（
14
）　 

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
関
連
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
の
が

陸
奥
・
出
羽
に
お
け
る
養
蚕
の
問
題
で
あ
る
。
実
は
出
羽
国
の
場
合
、
建
国
間

も
な
い
和
銅
七
年
（
七
〇
九
）
に
「
始
め
て
養
蚕
せ
し
む
」
と
あ
っ
て
、
養
蚕

が
政
策
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
陸
奥
国
の
場
合
、
延
暦
十
三
年
生
征
夷

後
の
延
暦
一
五
年
（
七
九
六
）
に
、
伊
勢
・
参
河
・
相
模
・
近
江
・
丹
波
・
但

馬
等
国
婦
女
を
派
遣
し
「
教
習
養
□
□
以
二
年
」（
訳
注
日
本
史
料
『
日
本
後
紀
』

に
よ
る
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
実
は
現
存
す
る
日
本
後
紀
の
岩
瀬
文
庫
本
（
柳

う
。
両
者
は
決
し
て
相
反
す
る
こ
と
で
は
無
く
、
む
し
ろ
絹
が
奥
羽
の
経
済

圏
と
平
安
京
を
核
と
す
る
経
済
圏
と
を
統
合
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
）　 

平
川
南
「
陸
奥
・
出
羽
官
衙
財
政
に
つ
い
て
―
い
わ
ゆ
る
「
征
夷
」
と
の
関
連

を
中
心
と
し
て
」（『
歴
史
』
四
八
輯
、
一
九
七
六
年
）、
鈴
木
拓
也
『
古
代
東
北

の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。
永
田
英
明
「
古
代
陸
奥
出
羽
の

穀
米
と
布
–
流
通
経
済
の
視
点
か
ら
」（『
歴
史
と
文
化
』
六
六
・
六
七
、

二
〇
二
一
）
年

（
2
）　 

長
沢
洋
「
王
朝
国
家
の
財
政
政
策
―
「
臨
時
交
易
」
を
中
心
に
」（
坂
本
賞
三
編

『
王
朝
国
家
国
制
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
以
下
本
稿
で
と
り

あ
げ
る
長
沢
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
3
）　 

大
津
透
「
平
安
時
代
収
取
制
度
の
研
究
」（『
古
代
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。
初
出
は
一
九
九
〇
年
。）
以
下
本
稿
で
と
り
あ
げ
る

大
津
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
4
）　 

梅
村
喬
「
平
安
時
代
貢
納
経
済
の
一
視
角
―
絹
貢
納
を
中
心
と
し
て
」『
日
本
古

代
財
政
組
織
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
。
初
出
は
一
九
八
七
年
）、

三
上
喜
孝
「「
平
安
貨
幣
」
と
し
て
の
絹
」（『
日
本
古
代
の
貨
幣
と
社
会
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出
は
二
〇
〇
二
年
）

（
5
）　 

長
沢
・
大
津
・
梅
村
・
三
上
前
掲
論
文
。

（
6
）　 

こ
の
史
料
は
現
存
『
別
聚
符
宣
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
っ
と
も
年
紀
の
新

し
い
史
料
で
あ
る
が
、
清
水
潔
氏
は
、『
別
聚
符
宣
抄
』
収
載
の
文
書
の
中
で
天

禄
年
間
の
二
つ
の
文
書
が
年
代
的
に
孤
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、）
こ
れ
ら
が
本

書
の
成
立
後
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
（
清
水

潔
「
別
聚
符
宣
抄
」『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
一
年
）。
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原
本
）・
天
理
図
書
館
書
蔵
三
条
西
本
は
当
該
部
分
が
「
教
習
養
以
二
年
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
塙
保
己
一
版
本
は
こ
れ
を
「
教
習
養
□
□
以
二
年
」
と
二
文
字
分

の
欠
落
を
想
定
し
、
国
史
大
系
本
は
こ
の
二
字
を
「
蚕
限
」
と
推
定
し
て
い
る
。

塙
本
が
二
字
を
補
う
と
す
る
根
拠
は
不
明
で
、
正
確
に
は
養
蚕
の
記
事
と
確
定

す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
に
登
場
す
る
諸
国
は
い
ず
れ
も
絹
や
糸

の
生
産
国
で
、
ま
た
養
蚕
が
女
性
の
労
働
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
（
新
城
理
恵
「
絹
と
皇
后
―
中
国
の
国
家
儀
礼
と
養
蚕
」『
岩
波
講
座
天
皇
と

王
権
を
考
え
る
３　

生
産
と
流
通
』
二
〇
〇
二
年
、
坂
江
渉
「
古
代
東
ア
ジ
ア

の
王
権
と
農
耕
儀
礼
」
鈴
木
正
幸
編
『
王
と
公
』
一
九
九
八
年
柏
書
房
）、
国
史

大
系
本
の
推
測
は
成
り
立
つ
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
少
な

く
と
も
陸
奥
出
羽
両
国
で
は
八
・
九
世
紀
の
段
階
か
ら
、
養
蚕
の
奨
励
が
政
策
的

に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る
。
両
国
で
は
養
蚕
の
生
産
物
が
税
と
し
て

収
取
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
な
い
が
、
出
羽
国
の
養
蚕
が
出
羽
建
国
直
後
に
開
始

さ
れ
、
延
暦
期
の
陸
奥
国
の
養
蚕
が
延
暦
十
三
年
直
後
の
、
伊
治
城
を
中
心
と

し
た
復
興
政
策
（
拙
稿
「
三
十
八
年
戦
争
と
伊
治
城
」
熊
谷
公
男
編
『
古
代
東

北
の
地
域
像
と
城
柵
』
二
〇
一
九
年
高
志
書
院
）
の
直
後
に
行
わ
れ
て
い
る
事

に
注
目
す
る
と
、
養
蚕
の
奨
励
は
、
移
民
の
定
住
、
移
民
の
生
活
基
盤
の
構
築

に
関
わ
る
問
題
で
、
農
業
生
産
と
並
ぶ
産
業
奨
励
政
策
と
み
る
事
も
出
来
る
か

も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
ど
の
程
度
定
着
し
た
か
は
ま
た
別
の
問
題
で

あ
る
が
。

（
15
）　 

た
と
え
ば
越
前
の
事
例
は
『
権
記
』
長
徳
元
年
九
月
二
十
二
日
条
に
「
詣
右
府
。

令
覧
越
前
国
交
易
絹
十
疋
解
文
。
今
日
初
可
奏
文
。
仍
先
令
覧
也
。」
と
あ
る
。

な
お
こ
の
解
文
は
奏
上
の
後
蔵
人
所
に
下
さ
れ
返
抄
を
作
成
さ
せ
て
お
り
、
蔵

人
所
に
収
納
さ
れ
た
ら
し
い
。

（
16
）　 

川
本
注
（
11
）
前
掲
論
文

（
17
）　 

た
と
え
ば
前
掲
注
15
参
照
。

（
18
）　 

中
原
俊
章「
蔵
人
方
に
関
す
る
一
考
察
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』一
八
〇
、二
〇
〇
二
年
）

参
照
。
た
だ
し
、こ
れ
と
は
別
に
蔵
人
所
が
奥
羽
の
絹
を
収
納
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
19
）　 

大
宰
府
の
検
非
違
使
は
承
平
五
年
（
九
二
三
）
に
史
生
二
人
を
廃
止
し
て
検
非

違
使
正
・
権
各
一
名
を
任
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
（『
別
聚
符
宣
抄
』
承
平
五

年
十
一
月
二
十
七
日
官
符
）、
擬
検
非
違
使
は
擬
任
の
府
検
非
違
使
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
寛
仁
三
年
の
刀
伊
の
入
港
時
に
現
地
で
軍
功
を
あ
げ
多
く
の
在
地
府
官

と
一
緒
に
褒
賞
さ
れ
て
い
る
「
擬
検
非
違
使
財
部
弘
延
」
な
る
人
物
の
存
在
も

知
ら
れ
（『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
六
月
二
十
九
日
条
）、
大
宰
府
の
現
地
で
活
動

す
る
府
官
が
、
貢
綿
使
と
し
て
弁
官
に
解
文
を
持
参
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。 

（
20
）　 

大
宰
府
の
綿
貢
納
に
つ
い
て
は
、
平
野
邦
雄
「
大
宰
府
の
徴
税
機
構
」（『
律
令

国
家
と
貴
族
社
会
』
一
九
六
九
年
吉
川
弘
文
館
）、
佐
々
木
恵
介
注
（
13
）
前
掲

論
文

（
21
）　 

大
津
透
・
饗
場
亮
「
節
録
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
九
八
―
六
、一
九
八
九
年
）、

吉
川
真
司
「
国
際
交
易
と
古
代
日
本
」（『
律
令
体
制
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
三
年
。

（
22
）　 

川
本
龍
市
「
王
朝
国
家
期
の
賑
給
に
つ
い
て
」（
坂
本
賞
三
編
『
王
朝
国
家
国
制

史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
大
津
前
掲
論
文

（
23
）　 

公
文
勘
会
の
う
え
で
は
率
分
も
こ
の
「
新
嘗
会
料
」
も
区
別
な
く
調
帳
に
記
載

さ
れ
る
年
料
と
し
て
「
調
庸
惣
返
抄
」
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
れ
は
実
際
の
納

入
の
あ
り
方
と
区
別
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
込
律
子
「
受
領
請
負
制

の
再
検
討
」『
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受
領
』（
二
〇
一
三
年
校
倉
書
房
、

初
出
一
九
九
三
）、
同
「
中
世
成
立
期
の
国
家
財
政
構
造
」（
同
上
書
、
初
出

一
九
九
五
年
）

（
24
）　 
梅
村
喬
「
平
安
時
代
貢
納
経
済
の
一
視
角
―
絹
貢
納
を
中
心
と
し
て
」（
前
掲
注

4
）

（
25
）　 『
平
安
遺
文
』
四
三
九　

寛
弘
二
年
四
月
十
四
日
条
事
定
文
写

（
26
）　 

熊
谷
公
男
「『
受
領
官
』
鎮
守
府
将
軍
の
成
立
」
羽
下
徳
彦
編
『
中
世
の
地
域
社

会
と
交
流
』
一
九
九
年　

吉
川
弘
文
館

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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（
27
）　 

九
世
紀
以
降
、
公
民
に
対
す
る
課
役
賦
課
を
計
量
化
し
労
役
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
運
用
を
可
能
に
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
、「
調
丁
」「
調
庸
丁
」「
徭
丁
」
な

ど
の
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、「
調
庸
徭
丁
」
も
、
調
庸
、
雑
徭
を

負
担
で
き
る
人
々
（
す
な
わ
ち
課
丁
）
を
指
す
と
と
も
に
、
彼
ら
が
負
担
で
き

る
労
役
の
総
量
（
総
日
数
）
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
古
田
孝
「
雑

徭
制
の
展
開
過
程
」『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
一
九
八
三
年
岩
波
書
店
参
照
。

徭
丁
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
平
安
時
代
の
徭
丁
と
徭
田
」『
国
史
談
話
会
雑
誌
』

五
〇
、二
〇
〇
九
年
も
参
照
。

（
28
）　 

対
馬
銀
は
「
調
庸
丁
を
充
て
る
」
す
な
わ
ち
銀
の
調
達
を
「
調
庸
丁
」
の
振
替

え
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
（
お
そ
ら
く
は
、
一
定
数
の
「
調
庸
丁
」
の
負

担
を
銀
の
負
担
に
振
り
替
え
て
、
調
庸
制
の
運
用
の
枠
内
で
銀
を
調
達
し
て
い

る
）

（
29
）　 

鈴
木
拓
也
「
陸
奥
・
出
羽
の
調
庸
と
蝦
夷
の
饗
給
」（
鈴
木
注
1
前
掲
書
所
収
。

初
出
は
一
九
九
六
年
）

（
30
）　 『
類
聚
三
代
格
』
貞
観
十
七
年
五
月
十
五
日
太
政
官
符

〔
付
記
〕
本
稿
はJSPS

科
学
研
究
費
（
課
題
番
号20H

01313

）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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表 1　天禄 2年 7月 19日官符での貢納命令

国名 輸納期限 舂米
（斛）

庸米
（斛）

絹
（疋）

調布
（端） 　備考 延喜式の同品目

大和 8月以前 150 －
河内 － 150 －
摂津 － 150 －
和泉 － 70 －
伊賀 8月以前 30 交易雑物（白絹 12）、調（絹 200）
尾張 8月以前 60 例交易 160疋内精好 交易雑物（白絹 12，絹 150）調（絹）
参河 8月以前 60 交易雑物（白絹 120）、調（白絹）
駿河 8月以前 1000 交易雑物（商布 2100）、庸（布）
甲斐 9月以前 80 調（帛・絁）
伊豆 8月以前 800 庸（布）
相模 10月以前 1200 交易雑物（商布 6500）、調庸（布）
武蔵 10月以前 2000 交易雑物（布 1500，商布 11000）、調庸（布）
下総 10月以前 1500 交易雑物（布 1590，商布 11050）、調庸（布）
上総 10月以前 120 交易雑物（絁 50）、調（絁 200）
常陸 10月以前 200 交易雑物（絁 100）、調（帛・絁 1525）
近江 200 年料舂米（内蔵 50、省 500、大炊 1200、糯 30）、年料租舂米（2000）
美濃 8月 100 交易雑物（絹 200）、調（白絹）
信濃 8月以前 1000 交易雑物（商布 6450）、調庸（布）
上野 100 交易雑物（絁 50）、調（帛・絁）
下野 10月以前 500 交易雑物（布 1436，商布 7003）、調（帛・絁）
陸奥 11月以前 3000
出羽 11月以前 1000
若狭 9月以前 100 年料舂米（大炊 200）、年料租舂米（800）
越前 8月以前 100 交易雑物（絹 262）、調（絹・白絹）
加賀 9月以前 60 交易雑物（絹 162）、調（絹・白絹）
能登 － 200 年料別納租穀（4000）
越後 10月以前 50 3000 交易雑物（商布 1000）、・中男作物調（絹・白絹）調庸（布）
佐渡 10月以前 2000 調庸・中男作物（布）
丹波 ？ 庸（米）
丹後 8月以前 60 交易雑物（絹 250，白絹 12）、調（絹）
但馬 10月以前 80 当年調庸内精好物 交易雑物（絹 737）、調庸（絹）
因幡 200
伯耆 60 別納租穀又は新委不動穀 交易雑物（絹 200，白絹 12）、調（絹）
出雲 10月以前 60 交易雑物（絹 237）、調（絹）
播磨 9月以前 400 年料舂米（内蔵 40大炊 1100糯 24）、年料租舂米（2000）
美作 9月以前 200 年料舂米（大炊 1100、糯 10）、年料租舂米（1000）
備前 8月以前 200 交易雑物（絹 300，白絹 12））、調（絹）
備中 9月以前 300 年料舂米（大炊 105.59、糯 20）、年料租舂米（1000）
備後 9月以前 300 年料舂米（大炊 1195.435）、年料租舂米（1000）
安芸 10月以前 100 年料舂米（大炊 600）、年料租舂米（1000）
周防 － 300 庸（米）
長門 － 100 年料別納租穀（2047）
紀伊 8月以前 100 交易雑物（白絹 12、絹 200）、調（絹）
阿波 8月 50 交易雑物（絹 300、白絹 12）、調（絹）
讃岐 200 当年庸米 年料舂米（大炊 1400）、庸（米）
伊予 － 400 年料舂米（大炊 1400，糯 20）、年料租舂米（2000）
土佐 － 150 年料舂米（大炊 400）、年料租舂米（500）
筑前 11月以前 400 庸（米）
筑後 11月以前 200 庸（米）
肥前 11月以前 200 庸（米）
肥後 11月以前 300 庸（米）
豊前 11月以前 350 庸（米）
豊後 11月以前 250 庸（米）
日向 11月以前 300 庸（米）
合計 5670 5570 13000

平安中期陸奥・出羽の貢納制と絹
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表 2　陸奥・出羽の絹に関する史料

946（天慶 9）.7.24 太政大臣忠平の除病のため、勅して陸奥絹 200疋を 12寺に分け
諷誦を修めしむ

西宮記

971（天禄 2）.7.19 太政官符で陸奥国に 3000疋の絹を課す（11月以前進上） 別聚符宣抄
998（長徳 4）.1.7 白馬で支給する絹について、率文絹の宣旨が下されていないため、

「陸奥臨時交易絹」十疋を以て借下し、その代を返納するよう仰
す

権記

998（長徳 4）.10.2 旬事の禄として、蔵人所出納に命じて「陸奥臨時交易絹」を府生
以上に（各 1疋）、諸国所進布を番長以下に支給する。

権記

999（長保 1）.7.20～ 22 勅命により、「出羽所進臨時交易絹」を女房に分配する。 権記
999（長保 1）.9.6 御壁代等料の絹を諸国に召す蔵人所牒を発給・70疋のうち 40疋

は「出羽交易絹」を用いることとする。
権記

1000（長保 2）.9.13 出羽守藤原義理からの「交易絹解文」等が行成の元に届けられ道
長の覧を経る。

権記

1000（長保 2）.12.11 行成、東宮居貞親王が申請した「陸奥絹」百疋のことを天皇に奏
上し「給うべし。内蔵寮申百疋は半分給うべし。」との返答。

権記

1000（長保 2）.12.18 蔵人所出納に、陸奥絹六疋を御簾料に充てるよう指示 権記
1000（長保 2）.12.21 皇后藤原定子の葬送料として使う絹百疋について、「陸奥交易絹」

を用いるべきことを指示。布三百端については、100端を穀倉院
に儲けさせ、二百端を所牒をもって上野国麻布を召す様に指示。

権記

1000（長保 2）.12.27 「陸奥臨時交□□」を右衛門典侍に給う。 権記
1005（寛弘）2.1.14 御斎会結願。「陸奥臨時交易」を行事所に渡し布施として僧に与

える。
権記

1012（長和 1）.6.4 大嘗会行事所で左中弁が「陸奥進絹解文」をみる。 小右記
1014（長和 3）.2.7 鎮守府将軍平維良、奥州より参上。道長に馬・胡禄・鷲羽・砂金・

絹・綿・布など献上
小右記

1016（長和 5）.7.12 「陸奥臨時交易絹」を召し旬儀に奉仕する女房に至急 御堂
1017（寛仁 1）.8.1 賀茂社行幸。実資、「陸奥臨時交易絹」150疋を下し給うべし」

ことを指示
小右記

1017（寛仁 1）.11.9 賀茂社行幸。行事所が申請した「陸奥絹百疋」を支給。 小右記
1017（寛仁 1）.11.10 蔵人頼宣が、内侍以下の飾物料絹 100疋を行事所に求めたのに対

し、實資は、行事所に進納した「陸奥・大宰等絹」をさらに蔵人
所の用途に申請するべきではないと意見。

小右記

1026（万寿 3）.1.17 太皇太后藤原彰子の出家に伴う僧への布施として、「大宰・陸奥
所進」の太政官厨家納絹 100疋と率分蔵納の調布 1000段（信乃布）
を支出

左経記

1029（長元 2）.9.14 陸奥守平孝義が「絹五十疋 <八丈廿疋、例三十疋 >・檀紙三十帖
の解文を中納言實平に伝える

小右記

1031（長元 4）.2.23 砂金を色代の絹で収めた先例について関白頼通と實資の間で意見
交換。源満正の時には絹 1疋で砂金一両。陸奥守藤原貞仲の時は
絹二疋で砂金一両とした。

小右記

1034（長元 7）.11.29～
12.2

「出羽付交易絹解文二枚」の提出。路次で交易調達した絹が混じっ
ていることについて問題化。實資、関白に、出羽解文と、大宰絹
等の粗悪について報告。

小右記・
左経記

1034（長元 7）.12.14～ 16 陸奥去今年料絹解文の報告。他国絹が混じっていることが問題化
するも、品質がよければよいとする。

左経記

1103（康和 5）.9.21 陸奥守が「陸奥かとりの解文」を進上（陸百疋云々）。「件の解文
久しく絶える事なり」

殿暦
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